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紮肇

難
欝

合
同
慰
震
祭

書

対
す
る

冷翻
な
る
反
省は
兇
ら
れな
い
、
ベ
ン

を捨
て
剛
殿
の難
に
赴
暮て
難

せ
る

純眞
な
る
握徒
を
照
閥
ど
岡
一睨
し
、,

何ら
畿

の
もよ
ば
し
無
き榊.の
冷
酷

さ
にし
の
び
ず為
藁
都
塗
羅

に
於

て
は
"彼
等
の
璽
を蹴
め
る
ζ共
に
、

肇

は
にし
て
死
した
る
御等
の志
を

馴
ぎ
、組
國
再
建
の決
童義

に
せ
ん

が
爲
、來
る
育
月
十八
日
午
後
困謂繧

藁
光
館に
於
て
全
京
都の
大
醐
高耳
の

職
覆
並
に殉
職
羅

の合
同
脚擦
祭
を

行
ふ

劇
研
聯
合
憧
へ
の
動
き

関西
各
鞭
に
生
れた
澱
麟
隣躍
衡
を
相

蓬
翻

、
鼠
ぴ

て
轟
を
聾

昏
力
讐

も
のた
ら
し
薦
と
、
麟

磯
聯
合
への
氣
連か
見
ら
れ、
京
都
に

一あ
つ
ては
同
志
戯
暇磯
若
彿
君ら
が
中

心
と
なり
m
観
的
な動
き
を
見
せて
を

り
、
葛
生
澱
騨

体の
協
力
を興
ん

で
ゐ
る城

南
會
大
活
躍

【同
大
】洛
田
の
同
ヱ熱

岬
静及
乞

1

肚

≡見

文
教
政
策
の
反
省

鑑

・
鶴
の奮
違
根
本
的な

、

婁

麓

が
器
霧

誌
龍
芒
て
ゐ
た
こ差
辱

§
しπ
五
看
衡
篤
畿
整

〆
・
雛

 羅

蕪

輔簗

籠
鑓
離

麟

羅

臨遜

騰
麟

愚
琴、厳局.翼
・てこ・罵

す
な
はま

≧

こと
を
態

なら

し
め
た
恨
砥に
は
実に
明
治
以
來
の又

だ

ヨナ
"
ズ
ム
等は
か
、
⇔出
発
の隅
紙

な
帰結
で
あ
つ
た
。

しか
も
斯
磯
な又
敬
政
磯
の椴
本
理
扇
綾
行政
に
関
し
て
も蹴
生
が
深
昏
関

心と
注
献
触
つ
て
ゐ
るの
は
親
しい

こと
で
あ
る。
呵
故
と
なれ
は
経
職以

とし
て
麟
、
雛

と
し
て

こく

す
こ
とな
く
正
し皆
文
敢
政
策の
確
立

こ
そ現
下
の
懸
静で
あ
る
。

學
園
の
自
治

輸
川
謬

を以
て
濃
碧
れ
る

鱗

灘
灘

琶

馨

に
よ
つ轟

され
奏

に
満
ち
藷

落

の懲

が農

議

階
饗
い
鶉

・
て誌

し
罵

σ
な
け
れ
は
な藷

。
聾

み
なら
ず
、
対
内胞

・
・鼻

と

発
覆
発
蟹

はな
い
と
い
ふ
こと
を
つ
た
・
冨

と
麓

と
の
辮

銀

つ
謎
る
・
墨

の手
に
よる
皐

曹
馨

山喬

由
の
蔑
で
は
な
い。
か

し
美
撃

れ慧

こそ
嵩

の

更
孕
民

し
な
けれ
疑

悪
い
・
別

藤

の牒

・
藷

の
セ
ク
シ
羅

誘

葭
は
展

の
こと
冒

つ
て
D
鞍

の齢
な再
び
くり
返

進
歩
をさ
ま
にげ
大
鰯
な職
化
せ
し
め

'また
量

の強
羅

な
ど
の
挙

の
羅

隆

の
自治
で
あ
る
とξ

磐
は
い
か
に
して
こ
の限
鷺
襲

る
隣
を
賦
へ
楽
つた
も
のに
ほ
かな
ら
に
醐生
の自
治
で
あ
らね
ば
な
らぬ
.

る
こと
な
く
書
生
の
げ.び
藷

セ
わ

大
多
簑

生
の
暮

を畢

る
磁

影

・せ
、。か、
喚

書

体
3

な
い
。
從
久
の
"大
幽
の自
治
"
は大
呂

力
息る
嵐
体
か
儀
した
な
ら
は.
磁

浄
鵡

的
に
目聲
し、
促坐
の
ー

愚
そ
の
も
の
とい
ふ
よ
りは
整

愈に

と
つて
の
鼠
で
あ
り
・星

は
從
ふ
の
毒

の鬼

暴

り・
は
尋

あ

ぺき
も
の
であ
つ
て
大
學
の運
営
に関

つ
た
であ
ら
う
、
吾人
は
か
く
て大
秘

をヨ

し
て
は
一歩た
り
と
も僧
入
を
許
され

の
自
治は
嗣
生
の
総意
に
も
とづ
く
噸

な
か
つ
た
じ
か
も
そ
の
「自
治
」
の
き
も
の・
な
・
と
謬

ざ
る
藝

器
た
る
や・
世
の
離
毫
つ
巖

い
.
し
か
し
塁
は
竃
導
は
な

・大
簿

あ
名
の
下,着
鰐
織

い
"う

鼠

遷

・
む・
奎

瞥
離

難

難

麗
臨

だ
に
芋

、
今ま
葦

圭化
、
畠

が
に
ひ
と
し
い・
暴
は
脅

ま
で隆

叫
は
れ
る
や
あた
ふ
た
と石
も
左
も残

を
らず
復
彌
せ
しめ
て
爾大馴
の
白浴
硝

駈
は
僧繍
く
も
の
4墨
生
は
彪聯か
れ

保
せ
り
醒
と曝
く
ロ
の
下か
ら
マ
司令

ろ
鯉
立
場
にあ
り
、
鍋生
の
行政
参
加

部
に
よ
り
また
癒
放
さ
れる
と
い
ふが

は
こ
れ
の立
培
よ
り出
発
せ
ね
はな
ら

如
き
響
尖
萎

畢
あ
つ
た。
ぬ
・
亀
護
け
男
す
ろ
蕊
落

婁

石川
甕
隆
の
蓉
寛
隔
る
参
加で
な
け
れは
な
享
、
ま

よ
)

て
耶
園
目
治の
大
な
る
限
獄
が
徽

そ
も
ー
＼
生活
共
同
体
とし
て
の
大
學
る
。

目
申
多
ゑ
　彌
男
は
、五
日
蹴
見

京
大
か
ら
も

【本
契

】

難
難
難
難

一

罵

は葉

た
憩
ず
詠
し
あ

た
つ
て
二日
よ
り
紹
二遡
哩
残
蟹

ぷ
を
あ
ほ
し
も
それ
に
ば
ナ
な
どよ

難

鋲

脚鐸

震

羅

が
、
現
花
の
と
こ
ろ

肩
脾

脚
長

「
聚
洋

π
七
と

四
洋
文

一
¶
●o」.O.■..
ò
●●●.
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はら
ー
＼
の
賜生
ぜ組
脇的
に
繍

レら

や

そ
の統
合
体自
体
の
カ
を亦
製
せ
し
め

る
こと
以
外
にな
い
。

絡賊
撃

尼
した
各
阿幽
ω蹴
生
協
蟄「

しん

會
ま
た
け
審
醗
會
な
ど
は
.
か
＼
る
紀

スト
ラ
イ
キな
涯

よ
ゆ星

が
謄

お
いて、
星

の
暫
い
鍛

の

方向
を
示
す
も
のと
い
へ
よう
。

熟
大
罎
で
は、
教
撚
竃
島
主
が
難

帰
して
ゐ
る
と
いふ
が
、
斑生
の
行
轟

賜
生
一体と
な
れ
る嗣
陶
で
あ
り、
敬

参
加は
、
各鰯
の
そ
れ
み
＼
の
幣
轍

へ

によ
つて
、
具
俸的
に
は
色
の々
形
体

を
とる
で
あ
りうが
、
そ
の帰
結
す
る

と
ころ
は
需
に
「學
園
の
自
治
の
輩

り
万」
の
正
礪
』自
確
マな
け
れ
ぼ
継

らぬ
。
く
り
か
へし
窩
、か志

歯
嫉

職に
敬
律

の
みの
独
善
の欝

で
あ

つ
ては
な
ら
豚
い。

餌馴
融
矧
一
に
膿
て自
講
爾
の名
に

ロ

コ

μ憧

汰
凄

り壁

の
熟
馨

を
蓼

た結
民
は
、
三対
パ
十
五
の比

職
く
依
の鶴

的に
反
刈
e
あ
る
こと

オへ
資

明
した
が

右
を
響
する
に
、圃
豪
試
頒
に
対す
る

麗
虫
暦
の
反
対は
棚
め
て
強
烈
で
あ

る
、
職
時申
、
躍
部の
要
講
によ
り
、

医
淵
が藍
り
に
設
立ざ
れ
た
が、
医
師

への
.欝
顕向
ー
の
濡と
あれ
ば
、
か、
る

医
繰
の
廃ル
を
菰
」と
の
角
が
高
い壌

は
特
に些
目
す
べき
で
あ
つ
て
、殉
実

文
阿
省
に
於
ても
、
鮪負金
五
十万
円

、に
満
たぬ
監
稜
を
廃
止
す
る
方
針

で
あ
り、
各
医
塚
は
資
金
の
醐遠
に

忙
が
し6
と
の
瑛
で
ある
、
嘗
て
医

鰍
戦
胃は
大
蒙

尉を
必
要
と
する
と

て
各
地
の医
叢

天蟹
に
昇格
せ

し
め
た
が蔀
雀
溺
いか
に
増
部
の要
請

職
な
り
と
い
へど
も医
霧

し
て

ゐ
な
が
ら今
更
樽て
、
圃
謬

云
々

を
搏
出
した
噺
は
、全
く
笑
止
極は
ま

り
な
いと
断
ず
べ
きで
あ
.⇔激潟
医
大

に
於
て
は
「ど
う
考
へて
見
て
も嚢

で
あ
る
、
これ
程
愚
案も
甚
だ
しき
も

の
は
な
い」
と
決
朧交
の
ロ
頭
にの
べ

て
ゐ
る
,
マ司
舘

の廠
向
を
顕
さん

馨

蛤
だ九
黍
星
の攣
㌔

來
濤

④
藍
喬
上
し医

ー

躍
レπ

藍
じ
て医
駿
園
讃
験
を
婆

べし
と
指令
は
し
な
かつ
た
と
い
ふご

　
　
あ
　み
　
ヨプ
ロ
レタ
リ
ヤ
　
こ
れ
に
おし
て
は
が
まゑ
　
　で
も
ま

耀繋

騨
鷺

各

大

學

再

建

繕

に

つ

く

、、ミ
ー

こ輻
、ミ覧ー

ミ
魅こ、ミ
ー

:こミ:
、ー

覧ミ
魅

藤
・名
和
・嘉

・森

為
甘

大
宅
嫉
向
峰

鈍
昌

とし
て

媚
禰
廟
聯顯
携
騰
駿
署
難

贋
而
す
る
囚外
の
穐
難

が
此
の
ほど
次
の
八敦
擢
"
丸
h
壇五

繕

関
翫

警
る
こ
とと
な
つ
た
鑑

の謹

護
瓦
した
、

噂,
●
8・
=
.
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●
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・
,■・・孟
卿

と
であ
り
.
コ側と
旧
態
依然
た
る官

展
の独
藷

的
机
上
プ
ラ
ノで
は
な

一い
か、
か
、る
漿
に
は
断然
反
対
ず
る

一も
ので
あ
.O」と
新
潟
医
大で
は
猛
列

な批
墾

拓ぴ
せ
て
ゐ
る

こ
の各
稜
の
激列、な
る
反
対に
対
し
て

磐

隙
に
翫態
を
洗
目
して
ゐ
た

麟
蕪
霧

墜
する
、
一、
搾

が
靭な
つた
塁
」

試顎
を
械
側
せぬ
の
は
、鍍
高
鍍
青指

導舌
た
る
鐸
を
嬬
届
せ
ぬ
趾芹で
坊

り、
然
ら
ぱ各
稜
《
轡暑
か免
宵
せよ

一、
四
ケ
年の
較
育
を
仲
て革
簗
せ
る

峯
tに
再
び試
駿
す
る
のは
、
鑓
局が

一嚢

稜
の致
脅
上
の
鹸陥
あ
り
と認

める
が
故
であ
つて
、現
行
医
訂
の根

本刷
塑
だ計
る
の
が
医師
の
齢蟹
画上

の急
務
で
ある
、

現
行
医
即
児許

状所
窟

を
も献
験
せ
よ、

雷
局

に
医師
の
萱質
向
上
の
黙
感あ
れ
は、

先
決問
題
たる
医
百
医
環行
政
刷
勅
を

愈げ
ー

と
の理
由
の
もと
に
、
本制

度に
対
し
反
刈の
颪
兇
を
承し
て
ゐ
〇

五
月七
R阪
大
に
お
い
藍
昼
く、
同
附

験

屡
,駐

薩

大

同
附医
綴
、
京郁
府
立
呼大
、
大
阪
高

隠
澱、
大
阪
女
曄
罪

が
参
集
し
て

関
西薦

副
稜の
対
蹴
をま
と
め
た
が

そ
の具
韓

は
近
く発
表
さ
れ
る

馨

あ
る

掌
数
は
只都
在
巳名
、
他
の
丁数
は
大

阪
よ
り
の通
墨
㌔
で
あ
つて
、全
凧都

樫
生
日盟
に加
盟
⊃
べき
か
、或
ひ
は

阪
繍
學
、-晦
盟
し
参
川す
ぺ
き
かそ
の

去
就
に.鳩ひ
、
委
、臼で
も
人
いに
論

議
さ
れ
たか
、
こ
の
へ
から
い
つて
も

近
い
将楽
に
勺
け
る
〃一以都
學生
同
盟

と
阪
岬翠

聯
盟
との
提
鰐
台流
は
必

努
ζみ
られ
て
ゐ
る、
な
ほ近
く
第
四

同
委
自脅
を
開
く
が、
二
十
日に
は
紬

成
式
准思
行
す
べ
く、
全
"
の瀞
氣
込

み
ま
一入
を
つく
の
磯
'2あ
る

▲

▲

▲

▲

華

や

か
に

開
校
記
念
祭
ゆ

【阪
大ζ

劇
帥
の
「部
か槻
灰す
る

しへ

な
ど
戦時
中
幾
多
の辛
苫
¢私め
て
來

た
阪
大σ
は
五
月
一日
大
阪
朝日
會
醗

ら

に
開
綾記
念
祭
碇躯
げ
、
明
治
二年
以

レら
ヨ

ェ
うノ

來
の
躍い
博
枇
な
翻る
同稜
U溌
痢
π

る
農

護
し
、
書

国姦

似た

め
「届
の舞
刀
を
なす
こ
と
を
嚇つ
た

八
木総
蝿
の
祝
辞に
始
ま
つた
岡
魯

は、
雌
生
合
唱
幽の
コ
ーラ
ス
、
寸

劇
など
極
め
て
盛霞
で
あ
った
か
、

な
かん
つ
く
理
型魅
菊
池
薄
‡か
ピ

ア
ノを
聞
き
、塵
生
と
演
じた
ヴ
ァ

イ
オリ
ン
ソ
ナ
タは
幣
嗣の案

を

購
し、
墨

ハ磯
松
竹
映画
「大

曾
根
家の
朝
」
の上
映
を
も
つて
和

や
かな
「日
の覗
襲
せ
閉じ
た

選
任
磯
梛
は
(法
縛
秘
部
)末
口碍

三
郎
.太
田義
夫
・噴
川修
「丁
和

田
,二艮
。
(霞

15)
太
田
掲
。佐

コヒ

膣
信

一
・
阪
田
季
僧

・
両
村
喚
大
瓢

ち

エ

レ

の
諸
敬
掩
・新
任
戦
紮
は
舞

駄

き

やか

部
)
大
阪西
人
帥
擾
牛
田
瞭夫
・元

ぢ
り

回
一遅
久
継敬
壁翻
恥
知
.丁
(文

コの

副
.齢)
元
凪城
大
糾教
縦交
博
天
野

利
武
・元
.昊
謝

紘
潅

必

コ

リ

鞭
田
舞

去
毬
純
田
鼠
雌
の講
敷

熟
轡
優
も坦
に
戦
櫨
闘
物災
鯨

し
隆

欝

の
凝

も
誇
中
で

あ
る

,o●o質●9■
●●●●●●
曾●9●一■・■,・●●.

一す
べく
同
硬
♂母
冨
と
し
た隠
大
を
文

部省
に
申
訥
巾で
あ
つ
たが
鼠
近
正式

の鋸
呵
が
あ
つた
,
初代
偲長
に
け現

ぱへ

艮
穫

長松
本
昼

氏か
澄

し、

よぼ

な
は
豫
科
入學
者
を
一、
二年
と
も各

日
名
づ
、
現
在募
翼
中
であ
る
、更
に
(

さ
き
に
ス
トラ
イ
キ
に
入ら
ん
と
した

・同
撃

は
、聾

、
及
ぴ財
餓

の

にう

解
に

よ
り

}癒
円
滴
の
解
決
を
見
た

大
阪
で
學
生

鹸
矧
雲

座
談
曾
開
く

催
の開
四暴

ヨ
　舵
座
替

は
五月
一n
年
竺
瞬
よ
り

を

腐

電
幾
欝

グ
・
ルに
お
い
ズ

行
は
れ
た
、段
口
の
礒
㎏は
「剛
鯉

主
化
」
「賜生
と
主
活
」
「紺生
と
思

羅

に
建

灘
の
%
蓬
つ
い
三

ひい

及
び
「鰯生
運
動
の
限
界」
等
で
あ
つ

た
、
参
加
稜け
ぼ
外
に少
く
阪
六
、大

阪
藺
大
、
硬
戸櫓
灘
大、
関
西
大
昂・
を

簸

院
、同
赤
吐
大、
立
命
館
大と

女
チ
は
大阪
府
π
殿
に過
ぎ
な
か
2た

午
髪
欝
糖
謬
間た
ら
し
蒙
「

あ
嚢
萎
蓉

辱

再
壷

麓
劣
二
驕
響
つ
藷
ゆ礪

一
の
膚
目
嗜
児
た
が
、
そ
の
代
り
、
塞

と

磐
ん

に
劣
暑
の色
警
・蒐
し.
近
Σ
け
聾
+
膏
、陰

書
の自
治
墾

'⊥突
曹
麺

.鍵
の藁
棄

τ
な
つた
、
・薫

誓

謹

壁

賎
髄

麺

佛
縫

鋤

薦

欝

羅

α
難

漏

貌
を
期す
る
こと
とな
つ
た

長
の
反
省
ず
促
し
て
き
た
が
、
稜
長
鵬

一

零

.禦

寧

こ
と
、な
つ
た
、審
遷

午
後
を
學
鋸
の
自
由
に

【関
単惣
科
】
こ
⑳ほ
ど
三
年
剃が
確

立
し
たが
これ
と
仁も
に
纏
契け
襯
て

　
な

前
中
に行
ひ
午
後
は特
別
識
義
とし
て

郵
師
諸敬
撚
の
出動
を
見
る
こ
とと
な

つ
た
同
聞
に年
後
は
暇
も生
じ
て
秘
毎は
廣

劇
篤
愈
の韻
力面
の購
藁
に
活躍
し
得
【

る
こ
とと
な
つ
た

一は
、奮

に
皆
に
野

する
こ
宅

あ
つた
、
た
y
二名
の
女
激師
が
、
蜘

隙
とし
一繭
簸
の佳
に
あ
つ
てゐ
る
こ

羨
自
蜘

ξ
漂

讐
の
愚

・

ロ

であ
る
が
、
女子
綾
と
し
ては
致
し
方

な
いこ
と
で
あら
つ

振
袖
に
ハ
イ

ヒ
ー
ル
復
活

　纏
に
曙
に

ハ
イ
ヒー
ル
ー

一昨
年
ご
ろ
戸部
新

聞
肇

唖
し
く叢

さ
れ
、+
百

以
來
照ぜ
ら
れ
て
ゐた
こ
の費
も、
今

月
に
入
つて
か
ら
やつ
と
許
され
、
多

騰
琳乙
女
懲
の
脇ば
、
賠
つ
た自
由
にみこ

ふ
く
らま
り
、
樂
しい
贔
園鑑活
を
醍

ゆのだ

ユク

活
し
た、
敬
授
騨
営の
淋
し
さに
、
前

　

と

　っなロ

鰯
期は
生
徒
の
孚
瓠以
上
も
の蝕
席
君
、

　

コ

が
ゐ
たが
、
新
鰯
期に
は
、
新た
に
五

数
榔
な贈
へて
勝業
も
蓼

した
、
新

ら
し
い敬
鮒
ぎ
で
甥
へて
万
端
の醐
卿

催懸
へ
て
ゐ
た
藷

科
新
設
の
問
瞭

は
、
文
部雀
の
認
可が
下
り
ずに
流
渥

京
大
オ
ー
ケ
ス

関
四
に
酎

ト
ラ
演
奏
會

野

ほ
こ

る
塞
不オ
ー
ケ
スト
ラ
は
五月
p九
日

ζO零占
姦

(n

午
後
一時
、
羅

頂
會館
に
於
て
公

曇

椰】
開
綴錨
を
行ひ
、
馨

を
花外
父
兄
剛

出劉
生
同
艦
に紳
附
、
同
鰍の
湧
闘
に

瞭
助を
興
へ
る、
剛
畷
目は

▽交
獅
曲
第五
番
シ
ユー
ペ
ル
㍗
▽

ギリ
シ
ヤ揮
情
誹
集
た築
邦
雄
▽
三

角蠣
子
フ
アリ
ヤ
憎頚
山
旧
忠
男
氏

擁
琴
松
肇

氏
▽
シ
ルヴ
ア
ー
ナ

序
曲
ウ
ェ
ーバ
指
鑓
田
田忠
男
ソ
ブ

一
ラ
.
独
朦
攣

,

ー

芙
奮

ー

◎

甲F

▼
五
71
瀬
の
中

り
ほ
し

を
、
罹
・屯
的
コほ

メ
ー
デ
ー
の
鮪

鋒

く
3

ろ

げ
ら

れ
た
が
、

「
歩
兵
の
本
讐

出
さ
な
か
つ
た
と
い
ふ
の
で
、・
牛
徒

も
そ
の
時
は
か
り
は
卿
佛
に
守
ら
れ

る

脅
の
有
蜥
さ
費
痛
感
し
尉
無
阿

弥
陀
.佛
を
唱

へ
た
と
か
酌
さ
れ
た
が

こ
の
こ
汚
で
は
終
敢゚
後
雇
月

一と
十

五
の
両
臼
に
行
は
れ
る
鰯
語
に
マ
し

㌍ブ
く

擁
鷹
す
る
と
の
こ
と
～
職
以

喋
、
殿
時
中
の
目
付
役
た
り
し
く
W子

除
徒
止
鵬

ω
灘
牌
な
機
に
、
側
晒
、

団
交
匹
究
酵
の
発
ー
"
ぴ
に
尊
∬
龍

の
、
届
征

・に
佐
る
・口
苗,梅
遮
,Uか

沌
」
甲
で
冷
Z
。
特
.に

「
∵
轍
右
の

隈
誠
雛
繕
酬
鰻
皿

別
に

・
章

撫

・
こ
と

一

(鱗

劉

弓
り・喜

ざ
る
こ
ε

1

【

ノ

と
い
・
一弾
・
卸
鼻

、・べ
く
虹
砿
顕
、㍗

紬
つ
て
♂
る
ど
い
ふ
か
、
こ
の
儂

網

は
木
極
の
仁
格
土
ゐ
置後
ω
≒
£
渉
川
い

〃
鞍
川
レ
e
2ー
}し
ゐ
る
り
大
∬

へ
の
源

一

鷺
獄

蘇

緒

懸

鐘

34が
先
漕椚
跣た
D
と
し、
喬

の

匝鰐
的
気
立
の娩
熟
と
些徒
趨

の

露蝋
昂
錫
に
努・噛て
民
霊死
を
麟
つ

てゐ
る
(篇
演は
女
卑
稜門
)

美
濃
部
逡
吉
著

撤
憲

法

提

要

麟璽

墾
脇
有

昭
和十
年
以後
巡版
、
蓋

間
か
ら鋳
さ
れ
てゐ
た
が
、
撮

近
の変
化
に
懸じ
鼠
要
改
訂を
加
へ擬
紀
の
湯
鍛に
隙
ふ
。

憲

法

+
閏

冊

ポ
ツダ
ム
寒
早
憲

、

法
改
蛋
綱
及
肇

六

叢

法

行

政
医

(鶉
)

斐

磁事籍訟獣

東

河

京

出

副蕊鵬翻
干
下

臓
躍
垂

定
積
分
雪
及
級
数

一醐
鹸
熱
崩

鍵
嚢
着
振

動

論

謬

鹸

頗
島
艀
層

一
般
力
學

轟

韻

齢
棚
周
署

新
し
き
科
學
技
術
の
だ
め
に
新
刊四
約
δ
円

正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂

馨
見
ム
鯉
想疑
屡
壱
円
ノ岨

選集
麟
1除 蔵

羅噸

 

2
短
編
集
(2
)

8

世
の中
に
出て

3
ブ
オ
マ
咳ゴ
ル
デイ
呂フ

9

私の
大
捌
その
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4

俘

10

ア
ル
タモ
ノ
フ家
の
購
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5

オ
ク
ロ
フ
町

・イ
タ
リ
物
語

11

回
楓
飼

6

ど
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そ
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胞
交
鰯
論

別
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姦
議

W

果
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諒
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隔
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町
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故
園
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隔
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雇
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馬
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刎
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(=)H工

糧
へる
と
い
ふ
こ
とを
欝

・な
け

 ∬MAY
{

1946GAKUEN

職箏
に
負
け
たの
は
懸
しも
残
念
で

あ
るが
、
騰
し
これ
か
ら
得た
我
々
の

利盆
も
決
し
て
少
くは
な
い。
特
に
鍬

埋
の撫
求
を
匝
命に
す
る
鰯欝
に
と
つ

ぎ

ζ
へ自
由
に
考
へ自
由
に
も
のが
言
へ

る
時代
が
來
た
のは
何
よ
り
も肩
賦
い

こ
とで
あ
る
。
吐
貯の
進
渉
のた
め
に

最
も必
要
な
こ
とは
先
づ
費
に
都
へ

婆

を臨
る
こ
とで
あ
る
・窪

の
道

脇制
謝
聖
傘に
し
て●
た
。而
も
こ
の

欝
我
々
の
砒
曹に
響

いも
の
は
な

か
つ
た。
我
女
は
一入
の
イ
プ
セン
も
しな

ト
ル
スト
イ
も
再
つて
ゐ
な
い。
然
し

鳥

の自
霞

そ
れだ
け
大
きな
讐

き
を
咋
つて
聚
る
。自
由
に
も
のが
稼
へ

　ん

る
と
云ふ
こ
とほ
鍵
に
も
のを
魯
ひ

れ
は寧
ろ
有
諏
で
ある
。
職
理
を騒

に
しな
い
言
識
の自
由
は
無
鱗
仕な
処

士
横臨
の鵬
を
招く
で
あ
ら
う。
だ
か

義

は々
熟

の
鼠
を
堅
な
轟

に
よ
つて
難
附
け
る邸
仕
を
負
うて
ゐ

る
。文
化
國
の
第
一條
件
は澱
理
な
圭

張
し、
ま
た
こ
れ
を災
行
す
る勇
氣
を

も
つ
こと
で
あ
るo

歴
更
上
現
れ
た
ヒ
ュー
マ
ニズ
ム
は

色

な々
形
を
も
つて
ゐ
る。
然
し
私

は
ヒ
ュー
マ
ニズ
ム
の
根本
特
角
は

人
間
の眞
実
を
愛
する
こ
とに
あ
ら

う
と
思
ふの
で
あ
る。
ア
メリ
カ
の

ヒ
ュー
マ
昌ス
ト、
シ
ラ
ーは
ヒ
ュ

ー
マ
ニズ
ムは
今湿
の
抽
象
的超
人

間
的
論理
と
笛
つ
て人
閥
の
ウ
ソの

な
い
全体
の
経
験
から
出
圃
して
暫

へる
のだ
と
い
つ
て
ゐる
が
まさ
に

そ
の
通
りで
あ
る
。ア
プ
リ
オリ
か

ら
い
きな
り
始
め
る
ので
な
くて
人

間
の
紬
験に
よ
つ
て
阯明
す
る
こと

が
眞
理
を決
庁
す
る標
準
に
なる
の

で
あ
る
。名
前
は
違
ふか
ン
エ
距
ム

ス
の
実
用主
義
も
旭
局の
と
ころ
ヒ

ュτ
マ
ニズ
ムに
帰
煮す
る
であ
ら

う
り
彼
はあ
ら
ゆ
る哲
學
魯
の鴇
物

の
中
に
「人
閥
」
を、
性
格
な感
じ

分
け
よ
一つと
す
る
ので
あ
る
。眞
理

は
超
越
的存
在
で
な
くて
八
闘
の斐

求
に
從
つ
て
それ
く

「作
られ

る
」
の
で
ある
。
こ
こか
ら
引き
出

さ
れ
る紬
論
は伺
で
ある
か
。曰

く

眞
理
は行
動
の道
具
で
あ
る。

讐
ひ
換
へ
ると
「人
閥は
万
物
の尺

匿
で
あ
る
」と
云
ふ
フ
ロタ
ゴ
ラス

の
人
尚
中
心圭
義
の
復活
で
あ
る。

私
は
実
用圭
義
の
功
搾
をこ
＼
で論

P
よ
う
とは
思
は
な
いか
、
行
動と

認
識
の
相万
年
用
を
アメ
リ
カ
人的

行
動
圭
嚢
の体
横
か
ら説
明
し
てゐ

る
点
は
面白
い
と
思
ひ、
中
溜
本笛

の
こ
と
を
い
つて
ゐ
ると
感
す
る
の

で
あ
る
。

だ
が
ヒ
晶弘
マ
ニズ
ム
の騰
懸
は四

洋
で
は
中
古々
い
。
否
古い
だ
け
でな

く
て
稟
西
の思
瀞
と
生
活鰹
度
の
比繊

をし
勇

時
こ産
欝
の
杳
な
間
轡

あ
つ
た
慕
麺
の
政
遽

理由
の
一つ
があ
り
、
又
矩
細亜
の
又
の
中
に
は、
こ
の
現
世的
な
意
脚で
の

化
の後
れ
た
原殴
で
も
あ
ると
都
へ
る
高
趣
な
人間
理
翻
と並
ん
で
、
大勲
的

の
であ
る
。
麟
野的
に
見
れは
ヒ
ニー
人
間
懸に
対
ず
る
郷
い人
間
鰯
的婆

マ
ニズ
ムは
ロ
ー
マの
ス
トァ
畢
瀞
の
が
あ
つ
た。
こ
の
煎は
我
々
の
鵡
分注

人間
密
の
思
群
の由
に
籐
に轡
ま
れ
て
恵
す
べ
き
こと
で
あ
る。
即
ち
ヒ
ニー

しゆ

ヨ
し

ロ

ゐ
るが
、
然
し
思想
史
的に
璽
要
な
意

マ
ニズ云
或
は
そ
れ
と多
少
と
も
関係

脚
をも
つ
て
來
るの
は
近
代人
の
綴
生
の
あ
ろ
思縄
体
烈
の
申に
は
、
理
繍的

を
勲す
る
文
螺
麟
鼎
か
らで
あ
る
。
人
間
陽
と
並
んで
人
間樫
的
灘
雛
が榊

近
代耐
も
大
切
な
こと
は
、古
代
と
近
ふ
場
合
が多
い
と
い
ふ
こと
で
あ
る。

せと
ん

てつ

世
の
間に
基
督
敏と
ス
コ
ラ哲
學
と
が

れこ
は
入
間が
注
慧
の焦
点
に
な
つ
て

支
配
した
中
世
が僧
在
し
て
をつ
て
、
來
れ
ば
熊
の
こ
と
であ
つ
て
、
西洋

鮭
継
餐

灘

嘱

ヒ
、↓

人
留
驕

此
阜
の全

響
し
垂

島

じ
た
と云
ふ
こ
と
があ
る
。
だが
こ
の

の人
間
賜
の総

は
ス
トア
に
始
ま
る

場
合
愈
窪

ギ
・シ
ヤ
、
・↓

の

とい
つ
王

いし
・
澆
姦

の
際

コ

ロき

入
間理
想
を
モ
デ
ルに
し
て
考
へら
纂

な
ヒ
ュτ
マ
ニス
ト
、
カ
ント
に
も
立

た
こ
とは
胤
知
の
通り
で
あ
る
。醗
へ

碑な
人
間
學
があ
る
こ
とも
知
つ
て
お

の

は
マ
キア
ヴ
エリ
は基
衝
敬
は
現世
を

い
てよ
い
こ
とで
あ
ら
う
。我
々
は
大

　

ゑコつ

へ

軽
ん
じ
、人
間
を
柔弱
、
観
照
的に
す

賊
の時
か
ら我
が國
の
政
治家
や
踏
人

る
が
、
古代
の
謬

こ
農

唇
て

&
入
が
人
間
を知
銘

とよ
く
い
は

現
憶
の菓
光
を称
へ
、概
岬と
尉体
の

れ
た事
に
徹
ひ
を致
す
と
、
これ
は
も

力
爵

し
て
途

熱
ず
る
ので
あ

つ
と深
い
織

琵
の
露
に
警

し

る
。
現
世的
榮
糖
のた
め
に
畷
身す
る

て
剃る
の
で
は
ない
か
、
いひ
撫
へ
れ

避
し
い
璽
応力
と
ス鵬
の
獄
帥
、
これ

は
、人
間
申
心
の又
化
と
騰
らざ
る
と

が
ロ
ー
マ人
か
、無
り
出
し
た
彼
の人

の
相趣
に
あ
る
ので
は
な
い
か℃
人
間

に
翌
る
蜜
の謬

よ
§
電

コ

は
ない
か
と
考
へら
れ
て
來
る
ので
あ

る
。ヒ
ュー
マ
ニズ
ムの
発
展は
宗
敢
の

側
にお
い
ても
雷
然
中
世カ
ト
リ
ッ

ク藪
會
の
戦
理と
衝
突
す
る。
ル
タ

ー
の自霰
改革
は
必
然
の所
塵
で
あ

る
。基
督戦
に
対
す
る
ヒ
昌ー
マ
ニ

ズ
ムの
影響
は
慣
仰
の
自
由
を
認

め、
天
上
と地
上
の
胴
和を
求
め
る

要求
と
な
つて
現
れ
て
來る
。
そ
れ

が
も
つと
官畏
時
代
に
はい
る
と
ヒ

昌
ー
マ
ニズ
ムは
人
間
理想
の
自
厩

とな
つて
現
れる
結
果
、信
仰
は
少

くと
も
哲
學
巻の
申
で
は徹
底
的
に

ニ
ズ
ム
の
新
し
い
問
題

芳

夫

内
在
化
ざ
れ
馬
理
性
化
さ
れて
來

る
。デ
カ
ル
トや
ス
ピ
ノ
ザ
の帥
の

存
在
の証
明
の如
き
は
こ
の
一例
に

渦ぎ
ない
。
こ
の場
合
我
々
は合
理

圭
犠
的ピ
ュー
マ
=ズ
ム
と
汎繭
輪

と
自
然科
幽
の
発展
の
間
に
、人
間

中
心
圭権
と
宰
宙申
心
圭
義
の矛
眉

が
あ
るに
も
拘
らず
、
現磐

定
と

人
間
理
性の
発
瑠
の上
で
互
に交
渉

が
あ
つ
たこ
と
も
見逃
し
て
はな
ら

な
い
。

弔
後
に
ヒ
ュ乳
マ
ニズ
ムは
十
八、

九
慨
紀
にお
い
て独
逸
に
現
れ
た新

ヒ
ュー
マ
ニズ
ム
ー
グー
テ
、
フ
ン

ボ
ル
ト
ーに
至
つ
てま
た
独
特
の発

展
准
見
せた
o
啓縦
階
代
に
比
較
す

る
ζ
覧
鷺と
琵

合
理
圭
義と

ロマ
ン
テイ
ク
の
相這
を
見
る
こと

が
出
來
るで
あ
ら
う
。こ
㌧
で今
ま

で
に
現
れた
色
々
な形
の
ヒ
ュ
τ
マ

ニズ
ムの
特色
を
決簿
し
て見
る

と
.
大体
次
の
通
りに
な
る
であ
ら

5
。
ヒ
昌ー
マ
ニ
ズ
ムは
先づ
第
「

に
人
間申
心
圭
義
であ
る
。
人間
に

対
す
る愛
,
人
間
性
の自
畳
によ
つ

顕
離
鞍
幾
講

看
の
ーを
中
心
に
して
形
作
られ
て

來
た
。こ
れ
は
東
洋民
族
の宗
敷
的

体
験
を深
か
ら
し
めて
來
た所
以
で

あ
る
が配

ア
メリ
カ
國
民
の宗
激

に
内
両性
が
娘
けて
ゐ
る
こ
とは
故

内
村
氏
の批
騨
で
ある
l
l
、然
し

そ
の
代り
人
間
的
自嚢

に
弱

く
し
た
こと
は
免
れな
い
。我

が々

ヒ
ニー
マ
ニズ
ム
の歴
史
を
韻ん
で

特
に
強
ぐ感
ず
る
のは
、
四
洋
人に

独
特
な
軒昂
た
る
目
己主
張
と
埜
旭

力
で
あ
る。
こ
れ
は近
代
人
の
瑚性

的
自
畳
の相
ま
つ
て
自律
と
い
ふ形

で
「切
の外
面
の
帽
威
を拒
む
と
こ

ろま
で
行
つて
し
駅
つた
。
我
々
の

ウ綴
史
の
中
のど
こ
に
この
や
弓な

紳と
人
閲
の緊
張
し
た対
決
が
あ
る

だ
ら
づ
か
。固
よ
り
轍
底
した
人
間

慧欲
の
遍
求
は
フア
ス
トの
悲
劇
に

至
らざ
る
を
粥な
い
で
あ
らう
。
紳

を
恐れ
ぬ
ヒ
ュー
マ
呂
ズ
ムの
未
路

は
矧
る
ぺ
き
だ
。然
し
人
間の
尊

嚴
、自
由
の
力を
気
ら
な
か
つた
孜

々
の文
化
の
瘍
濡性
ほ
今
に
して
深

ぐ反
省
し
な
けれ
は
な
ら
ない
。

我

は々
肺
や
そ
の他
の
楓
跡を
否
認

する
の
で
は
な
いが
、
も
つ
と自
分
の

召
轡

餐
窄
な
蓼
琵
や

國
家週
瞭
な年
り
出
さね
は
な
ら
な

ロ

い。
紀
記
や
万葉
を
讃
め
は、
我
々
の

交
搭に
も
中
豊々
か
な
入
間
脚が
あ
る

しか

こ
とが
よ
く
分る
。
然
し
ヒ
ュ董
マ
ニ

ズ
ムは
職
な
る
「も
の
の
烈
れ」
で
な

む

ご

く
て
一箇
の
思想
で
あ
り
、自
己
主
張

であ
る
。
佛
数
特に
蔵
尉
には
纏
対
者

ユ

と人
閻
と
の
鏡
い対
淡
が
ある
で
あ
ら

う。
だ
が
何
故に
この
翻
な
藁

刀

ぼき
う

が
瀞紫
の
外
へ
、國
民
的
文
化的
力
と
れロ

な
つ
て出
な
か
つた
か
。
そ
れは
末
だ

自
莞
的堀
世
的
生活
破
般
拍
とし
て
の

ぞ

でへ

人
間
の自
彊
に
徹
して
ゐ
な
い
から
でを

は
な
いか
。
ヒ
ュー
マ
三
アイ
の自
畳

の
研
瞬
の麟
塾
飽
爆
件は
近
代
惨の
体

得
羅
暫

あ
る
・

新
し
いヒ
ュー
マ
ニズ
ム
は十
九
世

紀
の
それ
の
や
うに
美
的
観
想的
で

あ
つて
は
な
ら
な
いし
、
また
古
代

の
人
胴顛
馴
を
唯
モデ
ル
に
する
も

の
で
もな
い
。
私
は
その
「例
血と

し
て
館敬
す
べ
き
ロ
マレ
・ロ
ーラ

ン
の
闘雪
史
を
腿
げ
てお
か
う
。今

日
の
ヒ
ュー
マ
ニ
ズ
ムは
何
より
も

野
蛮
な精
紳
と
載ひ
、
國
民と
世
界

の
中
に愛
と
正
義に
則
る
人間
文
化

を
唯観
想
的
と
する
の
は
十
乃世
紀

的
思
想で
あ
る
。交
化
は
交宰
蓮
り

大
地
と精
紳
の
荒蕪
を
開
拓す
る
最

も
人
間ら
し
い
行動
で
あ
る
9我
々

は
人間
文
化
の
各に
於
て
第
三の
世

界
職
矯を
極
刀
押し
止
め
ねは
な
ら

な
い
。
この
た
めに
は
出
來
るだ
け

多
万
面に
汎
つ
て國
際
的
人間
結
合

を
作
り、
正
し
く
ない
経
済
・政治
・

穆
間
等
の隔
り
を取
り
去
らね
は
な

ら
な
い。
次
に
、國
家
の
間で
名
前

だ
け
の近
代
的
自由
.李
等
とは
違

つ
た新
し
い
卑質
的な
自
由
。企
零

の
耐
曹建
設
を
、
この
意
味で
資
本

圭
義
から
潤
脅
圭義
への
根本
的
切

り
替
へを
行
ふ
べき
で
あ
る
。ヒ
昌

提
【瓢
錯
稿
嚢
鶴

つ
て
ゐ
るや
う
に
、紹
え
ず
人簡
生

活
の
瀦理
壱拠
験
的
に髪

、

自
他
の
個性
u籍

す
る
正
し
い多

元
的
人
間
帆脅
を
作ら
う
と
す
る立

場
で
あ
る。
ロー
ラ
ンの
プ
ア
シズ

ム、
民
族圭
義
に
対
する
闘
事
の熱

衝
は
笑
に騨
い
が
、然
し
入
間
の眞

理
か
ら
い
Aは
、
個
人の
多
窪
と

同
様
に
民族
の
多
元
往を
も
認
める

ぺ
者
で
はな
い
か
。唯
そ
れ
が
人類

の
=
兀作
を幽
に
し
、
その
上
覗摺

な
世
界
市
風的
締
合
によ
つて
横
に

結
は
れ
、
利己
宏
嚢
の
発動
の
余地

な
か
ら
し
める
こと
が
罠族
圭
聴
と

根本
的
に
違
ふの
で
あ
る
。
「自
身
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露
蟹
噂

醤
,瓢

畠

文
學

と
ヒ

ユ
ー

マ
ニ
ズ

ム

,大

ゲ
ーテ
は
「ク
セ
ニ
ェン
」
のな
か

エ
し

で
、
ζ
んな
戯
詩
を
かい
て
ゐ
る
。

プ
リ
ツ
ヒ
エル
の
やう
な
記
A轟
を

君
ら
はわ
た
し
に
た
てて
く
れ
てよ

い
だ
ら
う

一
ブ
リ
ツ
ヒ
エル
将
幽は
君
ら
を
フラ

ンス
躍
から
解
放
し
た
がわ
掲
し
は
ド

【慧

婁

イツ甕

した

旦

の苓

し

髄H

グ
ー
テ
は
一八
ヨ
一年
「わ
か
き
詩

輸丁

入に
あ
た
ふ
」と
い
ふ
みじ
か
い
交
訟

を晋
い
た
。
一八
ヨ
一年
とい
へ
は
ゲ

ーテ
が
死
ぬ
一年
ま
へ
で
ある
。
「わ

し

かき
詩
入
に
あた
ふ
」
の
なか
で
ゲ
ー

テは
大
畷
次
のや
う
な
暴

のこ
と
を

くん

書
いて
ゐ
る
。古
興
竿
家
の道
は
い
は

は
「師
瞳

の道
で
あ
る
。
その
道
を

た
どれ
は
、
一段
一段
、
朧
の
撒
威

へす
す
む
こ
と
の出
來
る
遣で
あ
る
。
ま

も
つと
も
確鍵
に
、
す
こ
し
も
迷
は

ず
.
め
ざ
す
目
的
へ
つ
敷
て
ゆ
く
の

ても

が
、古
典
の
道
であ
る
。
し
かし
、
わ

た
し
とい
ふ
襲
は
決
し
て
て
のや
う

な
艮
師で
は
な
か
つた
。
グ
ー
アは
目

分
を
「解
放
者
」だ
と
よ
ぶ
の
で
あ
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山

定

一

ぬ。
劇
陶
ハ
ン
ドル
ン
グ
のす
ぺ
て

がσ繹

内
面悟
さ
れ
た
とい
ふ
の

は、
こ
の
こ
と
を指
す
と僕
は
お
も

つ
てゐ
る
。
グ
ーテ
の
交
捌に
は
、

まぎ
れ
も
な
い
「近
代
」
があ
る
。

ゲ
ーテ
の
交
観
は、
=
昌でい
へは

純埣
人
聞
性
の勝
利
で
あ
る。
こ
の

慧
昧で
、
す
で
にゲ
ー
テ
の交
鰯
は

ヒ
ニ
ーマ
ニズ
ム
の憲

と
いは
ね

ぱな
ら
ぬ
。

忌
委
叢

瞥

ま
は
れ
るゲ
ー

テ
に
は、
尉
教
や
醐
話
のド
ク
マか
ら

解
政
さ
れた
内
編
的
人間
、
醗
糊的
な

、
人
職
的な
飛
躍
が
ある
の
で
あ
る。

霧

的
と鵠
高
化
が
あ
るの
で
あ
る。

そ
れ
ゆ
ゑ
ニイ
チ
ェ
は
.ゲ
ー
テ
を9

ロo
活
巳ρ昌(
一文化
)と名
づ
け
る乙

が
出
來
た
。
ドイ
ツ
人
嚇有
「
一文
化

・い曇

は
、壷

昌ひ力隻

障

銘
筋
搬

鞭

聲

澄
漁
し
鞘
腿
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
ド
イ
ツ
人
は
、
む
し
ろ
不
必
要

に
困
β
7
曼
と

N
一≦
ご
紹
ρ
0
5と

浄
鳳

別
丁
る
。
ご
器
旨
p
旨
と
U
旨
ず
ρ5
αq
を

(罵
側
は
ト
ー
マ
ス

・
マ
ン
)

る
。
わ
たし
は
艦
の
「師
臨
」
でも
な

い
。
わ
た
しは
た
冥、
人
間
は
如運

ヘ
ヘ
へぬ

内
部
か
ら生
壁
な
けれ
は
な
ら
ぬか
、

と
く
に
縣
繋
は
、如
何
に
内
師
の生

命
の
い
とな
み
が
大切
で
あ
る
か
鳶
ホ

ノ

し
た
に
すぎ
な
い
。

「イ
フ
ィ
ゲ
昌
工」
や
「タ
ツ
ソ
ー」

の
や
うな
グ
⊥
プ
の占
典
差
義
戯画

は
、
も
つと
も
深
くギ
リ
シ
ヤ
・ラ

テ
ン
の
古典
劇
に
根ざ
ダ
も
の
にち

が
ひ
な
いが
、
到
底人
閥
の
ち
か
ら

で
抵
抗
する
こと
の川
來
ぬ
お
そ
ろ

L
い
「蓮命
」
が
、人
閤
性
の
鐸
。ー{

に
よ
つ
て
う
つく
しく
解
快
さ
れ
て

ゐ
る
点を
兜
お
と
す
こ
と
は
出來

分
ち
、
O
葺

,
塗
nと
O
の日
0
5
霧

を
ま
る
き
り
ち
が
つ
た
も
の
の
や
う
に

ひ
、
Z
葺
0
9
と
く
o
爵
と
い
ふ
言
弊

を

一
々
駿
別
せ
ず
に
お
か
ぬ
の
が
、

サ

もり

ぴ
し
い
ド
イ
ツ
綱
伸
の
競

で
あ
つ

た
。ト
オマ
ス
・マ
ンは
第
「次世
界
大

職
以後
「非
改沿
的
人
閻
の感
想
」

「ドイ
ツ
共
和國
に
つ
い
て」
「文

化
と吐
曾
主
誕
」
「デ
モ
ク
フシ
イ

の
賜利
に
つ
いて
」
な
と
、お
ば
く

の
葦

湘文
准
占
いて
ゐ
.0が
、
そ

れ
らは
す
べ
てド
イ
ッ
民
⊥化
の
問

題
をめ
ぐ
る
ドイ
ツ
瓢

隠
耽と
の

眞
畢
な対
決
で
あ
つに
。
「非
政
治

的
人価
の
懸

」は
}見
政泊
の
否

定
を
観い
て
ゐ
るや
う
に
み
スる
。

ト
オ
マ
ス
・マ
ンは
、
あ
くま
で
ド

イ
ツ
の古
い
縞
繭的
傅
統
を死
特
し

て
ゐ
るか
の
や
うで
あ
る
。颪
備
秋

が
政治
尿に
な
つて
し
ま
へ
は、
も

う
藝
術
はお
し
ま
ひで
あ
る
。
ト

ヤ
ス
・マン
は
、
スト
リ
ン
ド
ベリ

ー
が
い
つた
と
い
ふ
「ピ
ヨ
ル
ンソ

ン
君
、
君は
も
つ
と眞
実
に
な
らね

は
な
ら
ぬ。
君
は
ま
るで
政
治
琢
の

慮
傭
で
はな
い
か
」
を引
用
し
て、

多
分
瓢
術家
を
や
め
る畦
一の
方法

は
政
漕
家
に
なる
こ
とだ
ら
う
と雷

い
て
ゐ
た
。人
聞
の
内面
性
にす
べ

て
の
償
瞳
を
お
く
ド
イ
ッの
「交

化
」
は
、ゑ
よ
そ
政
治
と
は
相
容

ぬも
の
で
あ
る、
交
樫
は孤
独
為
た

まし
ひ
の
モ
ノ
ロτ
偽
であ
り
、
純

騙な
デ
ー
モ
ン
の憺
用
でな
け
れ
は

なら
ぬ
。
眞
実
の文
化
は人
間
の
深

いた
ま
し
ひ
の奥
か
ら
しか
生
れ
な

い。
政
治
は
琵
に
と
つて
、
つ
ね

に
第
二
義
の
も
の
、
と
い
ふ
よ
り

も
、瞬
ろ
必
然
な
「悪
」
であ
る
。

ト
オ
マス
.マ
ンは
、
政治
は
フ
ラ

ン
ス人
や
ア
ング
ロサ
ク
ソ
ンに
と

つ
ては
「善
」
かも
し
れ
ぬが
、
ド

蟹

馨

弩

悪」でしか

僕は
シ
ヨ
L
ペ
ン
ヘウ
エ
ルや
ワ

ー
グナ
フ
や
ニ
イチ
エの
ペ
ソシ
ミ
[

ズ
ムに
つ
よ
く影
桝
さ
れ
、入
閥
内

蟻
雲

夢

の

爵
撫
射

部
の
魔
笑
にす
べ
て
准打
ち
こ
んだ

トオ
マ
ス
・
マン
が
(だ
か
ら
マ
ン

は
自
分
目
拷を
敢
へ
て非
以治
由
人

間と
よ
んで
ゐ
た
の
で
あ
る
)
後

年
、
こ
の
非
政沿
的
人
間の
感
想
か

大器

の
徹
擢
載
で
ある
と
岩
い

て
ゐ
O
の魁
お
も
し
ろ
い
と
思
つ

に
。自
己
を認
識
し
た
八間
は
、
す

で
に昨
日
の
自
己に
と
どま
らぬ
と

い
ふ意
味
の
こ
とも
、
ト
オマ
ス
・

マ
ンは
轡
い
て
ゐる
。
ドイ
ツ
で
は

卿
就的
に
諺

は
肇
蕃
足

する
oド
イ
ツ
反化
は
高
匿に
な
れ

ぱ
な
るほ
ど
、政
治
な
ど
に見
む
き

も
しな
い。
と
共に
、
政
泊
はむ
し

ろ
「交尾
」
を
慣
む
べき
敵
とし
か

見
な
い
のが
、
ドイ
ッ
の
國
泳的
現

実
で
あ
つた
。
ドイ
ツ
人
は非
常
に

高
い
藩
的
要
求
か拝
つて
ゐた
と

台
ワ
てよ
い
。
し
かし
い
つ
れの
園

家
も
、政
治
な
く
して
存
在
する
こ

と
け
川凍
な
い
。政
治
が
じ
イツ
人

死
括
の
製請
で
あ
るや
う
な
「跨
期

は
、
や
はり
い
つ
か殖
つて
く
るの

で
あ
る
。政
治
を
心然
な
認

と考

へる
ド
イツ
人
は
、か
か
る
場
合、

ど
の
や
うな
「慰
」
斎も
す
す
んで

行
ふ
人
間
獣に
な
つて
し
ま
ふ
。政

治
を
軽
鵬
する
人
間
は、
軽
蔑
に値

す
る
政
泊
し
か
持
0
こと
が
出
雍

ぬ
、
と
ト
オ
マス
。マ
ンは
需
い
て

ゐ
た
。
こ
れは
ト
オ
マ
ス
。マ
ン
の

血
を
は
く
やろ
な
h葉
で
あ
る
。今

日
の悲
惨
を
主き
ね
は
な
らぬ
僕
ら

の
胴
にも
、
こ
の毫

は
あ
つい
悔

恨
のな
み
だ
のや
う
に
し
みる
9ひい

ト
オ
マ
ス
。マ
ンは
第
一次
世界
大

ほし

職
の
敗
職
なか
へ
りみ
て
ド
イ
ツ
入は

立
源
に
た
、か
つ
た
、厭
つ
て
聯
ム昌凶

のど
の
國
民よ
り
も
殿
臓に
一牛
轍命

に
た
＼
か
った
の
が
ドイ
ツ
で
あ
る
と

言
つて
ゐ
る。
國
家
の
ため
に
す
ぺ
て

ロ

の
ドイ
ッ
人は
武
認
を
取
つた
。
文
化

じら

入も
、
農
民
や勇
勘
看
や
南民
と
お
な

じ
ゃう
に
、
前線
の
[兵
士と
し
て
蝦

聡
の仁
を
か
ぶ
つた
の
で
ある
。
獄
餌

戦
とい
ふ
や
うな
後
一刀戴
脚
の彗

際

を
鮮む
も
の
は、
膿
ひ
と
りな
か
つ
た

と
いっ
て
よ
い。
に
も
か
＼は
ら
ず
、

もエ

コ

賊箏
は
完
全
な敗
北
で
あ
つた
。
そ
れ

[雛

鍵

難

麓

鹸

[よ9
羅

職璽
本にたたかつ
のもん

た
ドイ
ツが
、な
ぜ
こ
の
や
うな
釈
惨

だ

ほつ

な
完
敗
を硬
せ
ね
はな
ら
な
か
つた
か

?
ト
オ
マス
・マ
ンは
ド
イ
ツ國
家
の

ヒ

根
本
組織
の
ま
ち
がひ
を
み
と
めた
の

で
あ
る
。文
化
が
政
潰を
否
定
し、
政

し

治
が
文
化を
轍
覗
しな
け
れ
ば
なら
ぬ

らバ

や
う
な國
家
の
根
本的
矛
憎
の
おそ
為

し
さ
を
身に
し
み
て徽
ぜ
さ
さ
れた
の

擁

肇

れ馨

すL

め
はす
す
む
ほ
ぢ
國
尿
の
根概
なっ
しん

よ
め
る
ので
な
け
れ
は
息ら
ぬ
。眞
冥

の
政
治
は張
く
な
れ
はな
る
ほ
ど、
文

化
な
尚
める
も
ので
あ
る
ぺ・きで
あ

る。
そ
こ
に國
尿
と
い
ふ有
鑑

の
不質
と
原
理
が
あ
る
と
い、
てよ

ね
。
ニィ
チ
ェ号

春

芝

諏
刀

への
墾
心」
を説
い
た
。し
か
し
、
何

ゆ
8
ニイ
チ
エは
ゲ
ー
テ
を
「

の

文化
」
と
よ
ぴ、
ビ
ス
マ
ルク
の
國
家
りのレ

を
「ド
イ
ツ
愚
劣毘
ω
碍
代」
と
馬
ら

ね
はな
ら
な
か
つた
の
か
。文
化
に
よ

一っ
援
治
突

間化
儲
政
違
よ
っ

一
て
文
化
登
高
め
る
の
が
國
家
ω
本
質
で

あ
る
と
す
れ
は
、
ト
オ
㌣
ス

・
コ
ン
の

い
ふ
や
う
に
フ
リ
ー
ド
リ
ノ
ヒ
大
E
以

を蓼

る
こと
、
叉
「人
民
を
愛す

る
こと
は
自然
の
感
情で
あ
る
。
け

れど
も
そ
れは
幼
椎な
感
情
で
、
そ

の感
情
は
尋体
と
し
て
の人
類
吐
會

の愛
に
個
人的
愛
を
從
鵬さ
せ
る
と

ころ
ま
で
発展
せ
ね
はな
ら
ぬ
。
各

民族
の
利
盆
その
も
のが
ての
こ
と

を命
令
さ
へし
て
ゐ
る
ので
あ
る
。

何
故
な
ら
今
日
の時
代
は如
何
な
る

民族
も
あ
らゆ
る
民
族
の駆
謂
な
し

で
済ま
す
こ
とは
出
來
な
いか
ら
で

ある
」
と
い
ふ
ロー
ラ
ンの
言
葉
を

よく
味
ふ
べ
きで
あ
ら
う
。フ
ア
シ

ズ
ムの
犠
牲に
な
つた
口本
人
は
正

し
い蔵
味
の
愛
図心
さ
へも
失
つ
た

か
のや
う
に思
へる
。然
し唯
自
分

の圃
を
癌
し
て人
類
に
仕
べる
と
い

ふ独
書的
愛
國
心で
な
く
て、
自
圭

的
國際
勢
[を通
し
て
人類
に
仕
へ

る
と
い
ふ
窟味
の
開
か
れた
世
界
市

属
的
愛
図
心は
ピ
ュー
マ
!ス
ト
に

相感
は
し
い感
筒
で
ある
。

最
後
に
ヒ
ュー
マ
.一ス
ムは
超
人
閥

的
超
越
的
宗輿
を
認
めな
い
が
、
人

間
の
高
慢
を抑
へ、凝
田
な
心
で交

り
台
ふ
人
問道
儒
の
交
へに
な
る
.那

致
を
求
め
る。
人
間
の眞
笑
は
絶
対

者
の
前
に
蹴く
と
こ
ろ
から
湧
き
出

ノ

て
來
る
紹
大な
創
遭
刀
にあ
る
。
紳

を恐
れ
ぬ
爵族
の
画
催
こ
そ㎏
事
の

原
因
であ
る
。
こ
の点
か
ら
見

躍
天
畠
酬
の存
畷
な
ど
は第
二
の

問
題で
あ
る
。概
界
の
民族
が
幻
に

も
つと
人
間
の眞
理
に徹
せね
は
な

ら
ぬ時
が
來
た
ので
あ
る
。

,一一凹一一;3.
…

9馨

曽,

…

・3一3ロξ

…

9
誓

2

強
、
ド
イ
ツに
は
す
でに
量

の園
家

せん
が
存
圧
し
なか
つ
た
とみ
て
よ
い
かも

知
れ
ぬ
。

　

ひい

ト
オ
マ
ス
。マ
ン
は
、第
一次世
界

大
載
に
お
い
てド
イ
ツ
が酵

し
た
こ

とを
認
め
ざ
る
を偶
な
か
つた
の
であ

る、
ド
イ
ツ
は幽
事
的
に敗
れ
た
の
み

とんムミ

ぼ　

な
らず
・構
紳
陶に
も
惨
臨
し苓
ムも

は
やト
オ
.
人
・
マン
は
載
な
髪

糀
へ
ては
ゐ
な
い。
職
事
に
勝
つ負
けミ

る
では
な
く
て
、
ドイ
ツ
の
國
家的
廻

直
し
が、
一目
も
ゆる
が
せ
に出
來
な

なし

い
問
題な
の
で
あ
る。
し
か
も
トオ
マ

ス
。マ
ンの
都
へ
る
ドイ
ツ
國
盤

と
い
ふ
こと
は
、
職な
る
即
職
のあ
と

し
ま
つあ
や
う
な
物

で
は
な
か
つ

た
。
ド
イ
ソの
民
圭
化は
あ
た
ら
しい

蟹
ω
制
疋や
舞

勲
張
や
紹脚

.

七舞

湊

ー

勲

諺

ひ㌧繹
"蒙

夢

5勤
3諺
ドリ夢

嚢

ヒ
ユ

ー

マ

ニ
ズ

ム
と

宗
教

松

ヒ
ユー
マ
ニズ
ム
は
入間
触
の
墨
氷

で
あ
り
、貯

で
あ
り、
そ
の
塁
現
へ

の欝

募
召

あ
る。

現
異
の
人
間
のう
ち
に
好
きも
の
を見

出
し
之
を
培ひ
.
或
は
蘇に
庶
臨
な
求

め
よ
う
とす
る
一つ
の
志
回、
凡
ゆ
る

好
きも
の
を入
間
爆
の
うち
に
淋
み
取

ら
う
と
す
る鰺

で
あ
る、
そ
れ
は爾

む

ぽろ漫上
泥
と
理愁
圭
蝿
と
に交
へ
ら
れ
た

人
閲
陽
へ
の信
囎
で
あ
り信
仰
で
あ
る

ヒ
ュー
マ
ニズ
は
人
間艦
への
愛
に

外
な
ら
ぬ

と
こ
ろ
で霧

轟

に命

曝
の
否

みご

定
と
い
ふ
外
な必
ず
含
ん
でゐ
.O、
多

か
れ
少
か
れ何
与
か
の
γ
臨で
、
翁
数

が
岬
と
入
と
の糺
合
ω
逗、
関
係
の
現げん

「曳
で
あ
る
とす
れ
ば
、
こ
の艦
は
鎧
殊、

に撫
魍
さ
れな
く
て
は
な
ら
獄い
、
醐

とは
人
間
の
上に
あ
Oも
の、
正
に
人

村

克

己

間
を灘
趨
す
る
も
のと
し
て
始
めて
巾

た
り静
る
か
ら
で
ある
,
帥
が
伸で
あ

り
う
るた
め
に
は
、帥
か
正
に
紳と

て
人
間か
・島
泉め
ら
れた
入
間に
対

て
生
ける
現
災
と
な
るた
め
に
は、

間
と
の難

、
疑
質
的雌
趨
と
い
ふ

と
、
印
ち郷
対
的
否
足と
い
ふ
襲
が

け
れ
は
獄ら
な
い
、
人間
襟
の
艦長

上
に
、
その
理
即

瞭開
、
職
閣
の扱

瞬
と
し
て仰
が
れ
る
岬は
、
鴎
踊
「

な
る
人
間」
匹
9需o。oで
あ
つ
てー

で
は
ノ
ォイ
エル
パ
ソ
バの
翁
教
撫搬

は
水
逮
ゆ匁
'田チ
.O、神
が
人
間
を作

つ
た
の
では
な
く
て
人
間
か岬
を
年
ツ

ま

よ

た
の
で
あ9
、
宗
敢
とは
酬
酬
せ
⇔ヒ

コー
マ
ニズ
ム
に
外
な
りぬ
と
.
ヒ
ユ

くな

ー
マ
ニ
ズ
ムの
酪
辿か具
体
旧
に
解
か

セ

をん

れ
な
い
か
らこ
て.小敬は
も
狂
理
由
な

勒
つ
の
であ
つ
て
.
しか
も
Z
が
将
架

欝

の
根
本問
瞭
と
し
て勉
分
に
解明鱗

トく

ピ

に
含
よ
ね
は
怠
b
ぬ
。
、伊
彫
と
い
ひ
、

じう
らコ

ん

昂
揚
と
い
ふ
.
そ
の
嚇
か
眞
に
8
さ
れ

へ

る
ま
で
に
は
入
閲
麟
死
ケ
縫
な
く
て
は

な
ら
ぬ
・
測
悌
の
恩
は
目
凸
σ
生

～
出

こ

ゑ

し
て
目
己
」
先
,
O
の
℃
あ
る
か
、
寡

を
コう

ご

教
の
己
は
掴

右
に
駄
吊鮎
さ
れ
て
ロ
ピ
ω

ッ
リ
ん

死
一μ
㌍
瞼
す
る
。
何
九
の
場
宵
も
賊
り

旅
る
住
命
は
自
己
よ
り
出
で
し
も
の
で

は
為
く
て
天
坐
の

O
の
、
他

"
の
蟹
みノ

ゆも
く

に
外
な
り
ぬ
。
感
激
と
は
止
し
く
か
く

の
如
く
に
し
て
吾
々
姪
纏

肌
る
。
そ
の

時
我
は
も
は
や
古
詣.
我
一」
は
な
く
、
昂

め
ら
肌
潔
め
ら
れ
、
充
ち
尼
ら
は
せ
ら

れ
た
孜
ヤ
あ
る
。
伐
息
ら
ぬ
我
ω
葱
生

澗
6
足
れ
る
入
閲
催
の
甥

か
さ
。
せ
れ

ま
も

小
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
の
形
e

あ
.O
と
曽
ムふ
な

ら
ば
、

ヤ
ツ
ク
。
町、

ま

リ
タ
ン
に
倣
つ
て
∠

側
允
足
的
人
間
、

ゆ

と
呼
ん
で
も
よ
い
。
併
し
こ
ω
允
疋
は

ぐ

でん

岐
力
か
ら
の
も
の
で
あ
つ
て
目
己
の
展
ほ

開
で
は
た
い
と
い
ふ
こ
と
,
他
楢
規
L

く

.匹
身
聖
委
ね
て
目
μ
に

死
r
O
と
い
ふ

ぼ
ひ

弥
ゲ
媒
介
に
し
て
の
み
現
ほ
れ
た
甘
命

わ
ゴ

で
あ
る
咋

ゲ
」い
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
肌

ま
見

り
れ
る
幽
に
於
い
て
は
如
何
に
も

あ
れ
、
・て
の
心
同
、
贈
肚
に
於
い
て
は

コ
.ド
ヒ

ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
対
殉
線
⊥
に

あ
る
。

つ

ヒ
ユ
ー
岬、
ニ
ズ
臥
に
於
い
て
運
氷
さ

れ
る
人
間
帽
は
先
つ
目
げ
目
身
二
於
け

セ

ヨ
ゥ

る
入
問
∬
で
あ
る
。
凡
ゆ
.勾
理
川

↓
庇

、鐸
嚢
毒
誕

「隷
騒
縣

翫
搬

田h竺

冊
して
ゐ
る
。
川官
一処
の
他
伯け
摺

一紅藤
撚
馨
越
"

一局
坦
てろ
目
げ
」伊
み
凸
し
て
目3
は

桝
か
にな
リザ
,蝉
リて
鰯
磁に
㌍
て

も
騰

窪
ぺ
ξ
の
の
奮

しな
か

ビ
リ

ご

ゆ錘
旗灘
鍍

編
勤
催
魁

一同
判
の問
魂
か
恢
め
て閂
は
れ
ねは
な

く
わし

ら
ぬ
り
それ
は
目
己
に於
一「
若し
ぐ

ド

は
目
己
の申
に
把
へ
られ
見
出
され
る

人
閥
削
一肱
と
い
ふ
やう
な
も
の
ぐは

な
く
、
目他
ω協
同
にガ
」成
ザナ
勾

綿
鵠

動
裂
、
樽
ン

快
に
け

う

に
レ

る
首
体
的
瓶
一
と
し
て
罪
へ
ら
れ
ね
は

な

り
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。
ヒ

ユ
ー
岬、
二

てん

ズ
ム
の
新
ら
し
い
展
開
は
鮎
か
ら
始
ま

レ蝕
,し喰

舜

遜
婆

。糞

襲

葵

毒

くエ

る
。
捗

ーナ
れ
け
、
凡
ゆ
る
他
.台
に
は

ご

コ

サ

一目
円
}
人
現
ω
兵
L
家,
.(
一熊
度
を
は
逆
に

ほ

ロ

自
己
o
は
几
ゆ
.⇔
他
眉
規
足
の
担
い
手

ダく

じれ

と
し
て
目
機
し
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て

　

ロ

く

一他
石
現

此
κ
以
C
目
「[ソ勤
現
の
道
と
す

ロ

ヒ

る
力
同

」
の
り
。
四
名
説
足
は
目
己
に

対
ず
る
台

ら
11哩
し
る
処
に
、
獄
つ
て

へ

ほ

町

∬
ハ添
口
仏
自
己
榎
現

の
道
は
無
限

一

　
に
幅ま
る
処な
く
展
け'2
も
の
と
な

ぐ

よら

る
。
叩
ち

て
こ
で
は
目
己
ω
内
容
は
恒

か
し

ニ

に
他
楢
〃
奴
介
と
し
、
そ
ω
規
足
を
迎

一帆蔽
瞳騰
寵
器
卵
編

一
敢
じ
外
な

の
53
。

こ
の
こ

っ
よ
く

「
愛
ざ
れ
る
」
と
い

ニ

ふ
.h
集
犀
耳
に
ブ
.⇔
、
愛
ご
れ
る
こ
と

を
遡
し
て
置
、に
一
仏
ノ
.Q
と
い
ふ
こ
と
が

住
命
的
為
♂
賦
と
た
つ
。
愛
さ
れ
る
こ

サ

を

と
ぜ
奴
介
と
し
な
い
、
愛
さ
れ
る
自
斑

セん

ド

に
光
し
為
い
旧
為
っ
U
拷
白
た
湿
は
厘

ノアヘ
ド

々
97
川
に
終
.⇔
。
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
ω

レベ
も

し
ゆ

貧
臣
ハ
耐
へ
ら
れ
る
と
ヂ
れ
は
、
そ
れ

は

小
敢
慌

ω
照
如
に
外
な

b
ぬ
。
他

右

ボ ツテ ィチエ リli赫5?駅1田Uノ(部分)ヴ イFナ スの 顔

 

看
の
自由
化
など
に
冷ほ
る
も
ので
な
江
戸
末
代
の臨
鵬
者
や削
撹
獅
師が
溜

が
ド

ま

む

い
、
と
トオ
マ
ス
゜
マン
は
言
つて
ゐ
賀
へ窯
船が
楽
よ
う
が
桜田
門
で大
老

る
・
トオ
マス
÷
ン
は
・
・イ
ツ
的
が
駆

さ
襲
う
が
、
そん
な
凄
下

文
化
鰍
念の
欝
が
最
も
根
本的
な
出
民
の
與
り
知つ
た
事
でな
い
ー
1否
と

発
で
あ
ると
い
ふ
ので
あ
る
。

や
か
く
申
す
のは
却
て畏
多
い
事
だ

や
趨

嘱
羅

諜

識

舞

纏

縫

擁購
獲

い
ふ
特殊
概
森
は、
人
間
囚
部の
深
り
は
寧
ろ
鱗
し
よ
う
と思
立つ
た
の

淵
を
鯨重
す
る
こと
か
ら
生
れた
も
であ
る
。
」

蕪
難
攣
難
鍵

テ
イ
ス
ムは
言
はは
儲
仰
の
内面
化

に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の内
部
的人
圃
は
グ
ーテ
に

あ
つ
て、
廓綴
のみ
な
らす
、
お
よ

そ
　
　ヰ
　

　に
わ
た
る　
ぷ
の

解
放
を簾

して
ゐ
書

は鍵

受
け
つ
い
だ

ん
らぬ
。
グ
ー
アの
実
現
し
た仕
墨

は
、世
界
史
に
ま
つた
く
あた
ら
し

い
ヒ
ユー
マ
ユズ
ムで
あ
り、
グ
ー

テ
の交
鰯
か
「純
檸
な
人
附性
ω勝

利
」
とよ
は
2τ
る
のは
、
何人
に
よ

つ
て
も合
序
す
るこ
と
の
纂
ぬ
お

ほ
きな
恥冥
で
あ
つた
。
しか
しト

オ
マ
ス
。マン
は、
人
間
の
た
ま
し

ひの
深
淵に
よ
らな
けれ
は
、
もは

や何
臨
も
解決
す
る
こと
が
出
來ぬ

と
いふ
や
うな
「文
化概
怠
」
が、

も
つと
も仕
木の
わる
い
俗
物
温性

に鼠
し
て
しま
つ
た
頽魔
的
現
笑
を

み
たの
で
ある
。
ドイ
ツ
の
又
化概

一
つた
こ
と
では
な
い
吉

と
やか

く甲
す
の
は、
趣
つ
て
廊れ
お
ほ
い
こ

とだ
」
と
いふ
の
は
、
いか
に
も
日本

モ

トら

的
な発
想
であ
る
。
ゲ
ーテ
の
卿
耽
を

【

nイ
ツ
人
は
「そ
ん
な
こ

とは
わ
れ
Oれ
の
知
つ
た
こと
で
は
なま

い
ー
わ
れ
われ
に
は
人
閻内
邸
の
崇

なし

筒な
精
帥
かあ
る
」
と
いふ
だ
ら
つ
。

じ

か
し
い
つ
れ
に
せ
よ
・
日本
に
も

ド
イ
ツ
に
も
「近
代
肚
曾
」が
な
か

つ無

は
葛

じ
で
あ
る・
ト
オ
マ

ス
・マン
は
濠
ぜ
斎

=
§
ζ

と
い
ふ
冨弊
が
いけ
な
く
て
静
俘
品

O
旨72
昌鱒と
いふ
慕

が
▽瀞
な
の

か
、な
ぜ
肚
會
03
。匡鐘
7鼻
び
わ
る

}
く
て
芸同
体
Q2
口●5
舟
が
うつ
く
し

い
のか
ー

こ
の
や
う
な
「又化
冊

念
」
が琳
つ
て
風契
な
入
間
際と
人
閲

念
は
、
。
はや
命

の舞

藍

し
な
い
ゆ
む
し
ろ
も
ド
イ
ツ
　
のな

　

鱗
灘

の
で
あ
る
。

「明
治四
↓
四
年、
駅
籔

に
通
飯

す
る
哺、
わ
た
し
はそ
の
運
9が,鳥
m

つ

ら

々
四
谷
の通
り
で
m門人
毘剛巴・が
五、
恥ハ

餅
も
引
綴
いて
日
比締
の
総
惣
所
の方

へ
走
つ
て行
く
の
を
見泥
。
わた
しは

そ

こ
れ
迄
見
聞し
た
世
上
の耳
件
の
中で

こ
の
郷
は
ど云
ふ
に
云は
れ
な
い
臨な

心
持
の
し
た構
は
な
か
つた
。
わ
たし

サラ
ユ

は
又
學
賓
たる
以
上
こ
の累
簡
題に

つい
て
級
して
ゐ
て
はな
ら
な
い
。小

説
家
ゾ
ラ
は
ドレ
フ
ユース
事
件に
っ

い
て
正
亟
な叫
ん
だ
霧
國
外
に
口
命

しひ
ロ

した
で
は
な
いか
。
殊
しわ
た
し
は
世

の
▽愈
・(
と
共に
阿
も
宮は
な
か
つロリ

た。
わ
た
し
は何
と
ム
く良
心の
苦冊煽

に堰
へら
れ
ぬ
やう
な
氣
かし
た
。
わ

た
しは
自
ら文
屑
召た
る
こと
に
つ
い

て
甚
しき
謙

熱
し
た
。
暴
わ
た

し
は自
分
の
醒
醐の
品
位
な江
戸
俘
着

の
な
した
患

まで
引
下
げ
るに
如
く

は
な
いと
思
職
し
た。
そ
の
傭か
ら
わ

お

サ

た
し
は　
　
ス
を
さげ
　
ぷ

をゑ
め

三
覆

奪

は
じめ
た
・
発

レは

楚
の
黎
か
昊
は
磐
し
く
協
ぐ
っけ

はれ
て

ひ
たす
ら
な
る
目己
の
迫
氷

実現
が
磁
て
られ
る
時
で
ある
。
翁
敬

は端
的
な
る
人
間
慣
の
否
足
で
は
な

い。
自
ヨ
自
身に
お
け
る
そ
れか
否
足

さ
れ殴

襲
だ

わ
け
る
てれ
か
聯

蔭的
に
預
斑
化
され
る
崩
所で
あ
る
。

磐

建
糧

轡
襲

懲

慧
と

膨
歪
艇
ω
邸
露
し纈
幻
他
煮
(巾m)

を
階
めて
之
に
從
ふこ
と
で
ある
。
醜

ほ

ヒ

備に
お
け
る
カ
タル
シ
ス
が
自
己
ぜ注

胃
出
すと
い
ふ
形
なと
る
の
も
、か
〉

る
伽
を
げ旺
ぴ
昂す
橘
な
手
か
獄
"て

をん

レ
しナ

育
f
る
から
に
外
た
らめ
、
塾
仙
拓動

は
つ
ねに
他
な
る
町ぴ
か
け
に
対す
る

野

こ
して
瑳

・る
。
麗

と
脹

れ
る
㌦簡
ほ
こω
聾
に外
な
らぬ
。
こ

ゆく

のこ
と
か
日厩
込肉
.Q財、
自
他
の
協

同
の
成
♂
ヴる
時
,
始
めて
他
石
に
よ

り
て
女
へ
ら
れ生
かさ
れる
我
ω高
ひ

ん

ロ
タん

と、
他
(に
博
へで眞
に
臼
己
の孔
仕

く

かざ

あ

の押
U
躍知
る允
尾
レ」と
か即
へら
れ

一る・
工舞

三
・量

§

窒

と
は
こ
の
やう
な
、
そ
れた
＼
の
個
が他

者
に
禦僧
さ
れ
、
他
轟
足
に
生
きて

相
亙
に
他
を生
か
し切
る
立
場
にお
い

て
始
め
て譜
ら
れ
欝
るも
の
で
あ
る。

ヒ
ユ
ー
マ
ニズ
ム
の蟻
瀞
な
鰍
は遭

繊
の世
辮に
灘
て
.
モ
ラル
の
領塒
に

Z
を
家
め
るこ
と
が
出
楽よ
う
。
併し

モラ
ル
と
は本
坐
保
鴇的
な
も
の
であ

る。
迅
幟
ω世
魏
は
路
に
於
い
て
エ

ゴイ
ズ
ム
であ
る
。
各
をし
て
そ
の
個

ゆれ

を生
か
し
切
らし
め
る
世
野
、
そ
れ

が
ヒ
ユー
マ
ニズ
ムの
目
幅
であ
る
と

ロ

す
るな
ら
ば
、そ
れ
は
他
撹
足
に
よ

る
自さ
否
足
の道
を
降
麟
的に
行
な
つ

ゆれ
レ

く
し
て甦
る
調
和
と愛
の
世界
、宗
敬

く

ヨ

の
外に
は
な
い
。
具
体
的
な
家敏
は

か
く
し
て
ヒ
ユー
マ
,一ズ
ム
そ
のも

すく

の
か
抄
ひ得
る
も
ので
な
く
ては
な
ら

ユ

ぬ
。
そ
れは
ヒ
ー
マ
ニズ
ム
の
小渤で

ぎ

は
な
く
し
て、
家
教
に於
け
る
ヒ
ー
マ

の

ニズ
ム
の問
題
で
あ
る。(四
・二
四
)

の鱈
さ
を
今
日
のド
イ
ツ
人
の眼
か
ら

騨ひ
か
く
し
て
ゐる
ら
し
い、
と
い
ふ

ので
あ
る
。
内か
ら
解放
され
陀
入
間

が、
さ
ら
に
外
から
解放
訂
れ
て
、
ほ

ん
たう
に
解
放
さ
れた
人
間
が
出
來

る
。あ
く
ま
で
人間
的
調
和
を鷲
求
す

る
のが
、
結
局
丈學
の
仕
耳
であ
る
と

言
はね
は
な
ら
ぬ。

「鱈
㎎麺

や
め
る暇
一の
方法
は
ハ

多
分政
治
家
に
な
るこ
と
だ
ら
う」
と
.

い
つ
たト
オ
マ
ス
・
マン
が
「政
治
を

偲
隙
する
入
間
は
、結
馳

働に
あ
た

ひ
す
る
政
治
しか
持
つ
こ
と
が
出
來

ぬ
」
と告
白
す
る
まで
の
歩
み
は、
ず

ゐ
ふ
ん餐

電

のが
あ
る
お
も

ふ
の
であ
る
。
照
載に
よ
つ
て
トオ
マ

ス
・マ
ンは
ヒ
ュー
マ
ニテ
ィ
を
撰ん

だ
と
いは
れ
て
ゐ
る
。.か
く
て
トオ
マサ

ス
。マ
ンは
一度
捌
んだ
き
び
しい
眞

多
の
や
うな
σ
命
生
活
の幾
年
を通
じ

て
し
つ
かり
と
ま
も
り
つづ
け
て
きた

の
で
あ
る。
ト
オ
マ
ス
・マ
ン
を
よむ

4
霞
は
その
轟

の
一
つ
一つ
に
末勲

ぞ
の
穣
芯
が
あ
る
や
うに
お
も
へ
て
な

ら
な
い
。
ト
オ
マス
・マ
ンは
ト
記
W

憂

の
一つに
つ
い
て、
「ご
れ
は
弦

剛
の
碍
物で
は
な
い
が
、す
く
な
く
と

も
評
剛
家
の書
い
た
欝
物
であ
る
」
と

憂

三

る。
匿

さ
う
い舎

雰

一墜
と
謹

に饗

團
を
う
た発

。

科
學

と
ヒ
ユ
1坂

礪

漿

鍵

鰭

離

蔀

るが
、
そ
れは
あ
ら
ゆ
る観

は
綴

を卿
ち
偲
膨
と
共に
初
ま
るか
ら
で
あ

る
。す
ぺて
の
知轍
が
さ
うい
ふ
風
に

繊
と
共
に
初
まる
こ
と
は駕
奥
で
あロロ

る
が
、だ
か
ら
と
いつ
て
一切の
知
鰍

が
膠職
か
ら
來
る
とい
つ
ては
、
大
含

な
病
ぎ
に
な
る
、さ
う
い
ふ
こと
を

響

カ
ン
ト
は
「綴
糞

の
聞
頭に
い
つ
て
ゐる
。
綴
と
い
ひ

奥
凪
とい
へぱ
、
必ず
簸

し実
訟
す

る
圭
体が
鐵

せ
られ
、
蔚
鳳さ
れ
て

ゐ
る
のは
い
ふ
ま
でも
な
く
、端
的
に

い
へ
ば
,要
す
る
に人
閥
が
認嵐
の
圭

体
と
し
て知
蹴
の世
猟
を
偽
成し
て
を

ココ

り
、
そ
して
認
議
圭体
と
し
ての
人
間

を
も
そ
の内
に
込
め
て駄

の世
辮
が

ら
れロし

作
ら
れ
て行
く
過
島は
懸
史
であ
る
。

科
響

文
化
葡
る
謬
の
騒

鶴

ま

しか

ふ
の
は
そ
れに
基
づ
くの
で
あ
る。
然

る
に
科
罎
と人
閻
と
の結
合
と
か,
科

ぼロ

樫
的
構
紳
とか
ヒ
ュー
マ
ニズ
ムの
関

係
か
こ
と
さ
ら間
睡
化す
る
の
は
、科

酬
が
さ
う
い
ふ麟
野
的形
成
の
現
更か

こ
せ

てん

ぎ

ら自
己
を
疎
外
して
発
展し
て
ゐ
る
徴

候
とも
見
ら
れ得
る
の
であ
つ
て
、
科

ヘロし

嗣
と人
間
が
紬
ぴつ
く
事
は歴
史
的
世

しわ
一界
その
も
の
、
要氷
と
い
はな
け
れ
は

ヨ

な
らな
い
。
人
間は
科
梛
な創
造
す
る

てん

・事
によ
つ
て
自
ら
を発
展
せ
しめ
た
。

し
か
し科
鑑

に鮒
遣
的
であ
る
事

を
止
めて
.
人
間
から
疎
外
され
る
と

蓋
、料
毫
人
鰐
義

髪

る
螂
向
が丞
可
邊
的
とな
る
。そ
れ
故ネく

科
麟
が入
閥
と
の
結
合を
新
た
に回
復

す
る
購
は、
人
間
そ
のも
の
㌧
暢
櫻が

新
た
に
せ
られ
る
琳
蕊

し
な
けれ

は
な
ら
猛
い。
科
鰯
を
も込
め
て
又化

の世
黙
を
騰
成す
る
土
体と
し
て
、人

面
は雅
的
錘

せ
ら
れた
環
を

う獲得
して
聚
た。

たと
へば
ギリ
シ
ヤ
人
は純
檸
に
観

想
的歳
佐
格
の人
間
の
内に
そ
れ
を

求め
た
た
が、
塵
性
的
人閥
、
悟住

的人
圃
の
即
は
ル
不サ
ン
スー1
後
の

節
んだ
も
の
であ
り
、
カ
ント
に
初

突る
岸

ω
発展
は
近
氏
的な
、
理

性
的人
間
の
隙め
仕
」
げブ
。
ハ置口

の
臓史
的
裂

は更
に
鷲
しい
人
閲

の
創荊
ろ
*
め
てゐ
.0の
であ
る
。

こ
の響
に
歴
堤
的に
隈
冗
され
た
世

マ

ニ
ズ

ム

田

徳

男

モコ

が
,
韮我
と
は
、
哲巖
者
フ
ィ
ヒテ
も

い
つ
た
やう
に
、
皇
皿が
自
ら
案
旧是

し
て
定
立し
た
も
ので
あ
つ
て
、自
我

を

は
、
自
らの
発
農
(そ
れ
は
フイ
ヒ
テ

セ

の
場
ム量
婁

義
を蓼

て
ゐる
)

の
蹴
に
自
己
を蟹
す
る
の
で
ある
。

科
墨
的
轍
禮も
そ
れ
から
生
れ
る
ので

る
。
た
ゴ具
体
的
現実
か
ら
い
へは

かい
を

非
我
の
世
界の
援
大
は自
我
の
深
化と

相
鰻
は
な
けれ
ば
な
ら
ない
。
自
我
を

、瑠
れ
た
非
我ば
無
惹
脚
であ
ρ
、
人間

陽
そ
の
も
の
、発
瞭
か
ら卵
外
さ
れ
た

しん

いは
ゆ
る
科
昂の
竈
歩
は、
眞
の
進
歩

では
な
く
し
て、
人
駆
の前
蓮
を
阻
む

でも

樫櫓
に
鶏
化
しな
け
れ
はな
ら
な
い
。

科鰯
の
進
拶
児遜
が
た
だ
ちに
人
澱
の

し

を

簡阯
の
増
池
を忽
味
す
る
もの
の
ご
と

く黙
柵
に
悟
ぜ
られ
た
の
は
ナ九
世
紳

ノ

の麟
で
あ
つ
た.
非
我
へ
の灘
入
は
科

ぽい

みめ
ゐ
　
の
　は
し
い
　　で
は
あ
ら

瞬
欝
騰
を

あ
らう
。
非
我
が
自我
へ
復
帰
し、
自

我
と
の績
合
を
回
隙す
る
途
が発
兇
せ

ら
れ
ぬは
以
ら
ぬ
。
それ
は
今
日の
人

響
謬
つけ
ら
れ
農
群

駐

騒
と
い
ふ
こと
が
出
來る
。
(こ
の鍛

隙
を
解
決し
う
る
國
尿
が人
雛
の
義静

窒

質
膜
菓
し
た募

慕

を担
ふ
で
あ
らう
。
)
そ
れは
難
欄化

界
観
の圭
体
と
し
て
考
へら
れ
る
人

間
の
墾

現
す
るも
のは
酉
屡

で
あ
ら
う。
し
か
し哲
娯
が
こ
れ
を

衷
現
す
る上
に
も
、
歴
史を
動
か
す

交
化
形
式
の細
機
と
して
の料
租
及

隔
輌
の
側
から
強
い
緊
力
が
勘
き

か
け
る
甑は
い
ふ
ま
で
もな
い
。
た

と
へは
ある
欄
の
藍
伺
の圭
卿
動
槻

が
、
一つ
の時
代
の
世界
観
の
醒
圃

の
巾
心
と
なる
人
問
の性
梧
を
限
冠

す
る
上に
決
定
的
な
刀と
な
ら
隊
い

"
は
な
く
寂
た
あ
の十
七
世
起
臼

麟
の
槻
械
的世
界
観
を淡
定
し
た
も

ロ
の
は
,
近代
巨
然
科
餓
の槻
械
論
的

性
格
で
あ
つた
と
い
へる
で
あ
ら

う
。
同
時
に逆
に
は
また
、
デ
カ
ル

ト
の
如
き人
を
想
力
な弁
明
者
と
し

て
持
つ
た機
械
盟
臥界競
が
お
のつ

か
ら
科
観
の発
展
方
向を
指
導
し
た

事
は
顧
看
な塁

で
ある
。

世に
は
料
劇
の自
鱗
嵐
盗
旧じ
、
鶴
嗣

か
らの
聯
醗
萎

し
た
がら
な
い
人

リセ

還
もあ
る
が
そ
れは
嘘
で
あ
る。
現
代

まで
の
科
烈
が職
に
物
質
難
のみ
な
ら

ひい
じし

ひけ

ず
、生
命
の
世
界、
網
紳
の
世界
へ
ま

で
も誌

澱
を
欝
し
よ
う
とし
て
輪

の

を

ど

ロ

批懸
努
力
を
網
け
たの
は
十七
世
紀
以

ロレロリリ
てつ

聚
の
機械
韻
的
哲
桝の
鼓
吹
に負
、崩も

ヘ

リい

の
で
あ
つて
、
さ
うい
、め方
向
の眼
穽

ずし

く

が
自
魁
され
初
め
た
のは
ま
だ
比般
的

に
新
し
い琳
で
あ
る
。深
く
恨
砥
まで

コね　

くつ

つ
き
入
つ
て湾
へれ
ば、
哲
鰯
をは
な

ロう

さ

れ
て
科
継
とい
ふ
も
のも
絶
対
に
考
へ

き

ら
れ
な
い
ので
あ
る
。
いな
卿蕨
と
も

ワ

ス
可
分
離
的
の関
係
が
な
けれ
ぱ
な
ら

な
い
。
科
墨
的
燈
岬
と
いふ
甑
が
いは
れ
る

が
、
科
學
的
輌
岬准
よ
ぴ
起
した
も

のは
、
こ
の
世界
の
秩
序で
あ
つて

科雛
の
謹

に
は、
科
學
そ
のも
の

を超
え
た
形
而
上的
世
界
秩
序が
劇

挺
され
て
ゐ
る
、た
y科
81
が
「た

ん
科
學
こし
て
独
官U
た
後
では
、

形
而上
的
礫
序
は
背倣
に
お
しや
ら

れ
、
ひた
す
ら
合
理的
検
序
とか
実

証
性
の領
域
か、酬
火し
敬
駈
する
方

向
へ
蓬
す
る
傾
・同
が槻
域
的
とだ

る
の
は必
然
的
と
い
つて
も
よい
。

い
は
ゆ
る対
象
の
認
漕に
專
芯
する

科
想吾
にと
つて
は、
背
後
の
形而

ト
的
秩
序庖
か
へD
見る
宍
嬬
も失

は
れ
た
る
こと
は
殆
ん
ど避
け
雌
い

と
い
つ
てよ
い
で
め
ら
う。

メヤ
ヒコ

黎

記
徽
と
い
へは
、
い
はゆ
る
義

ゆ
い

てのヘ

ヒ

ワ
ド

の
世
界

(
ま
観
}μ
疎
外
し
た
世
界
)
へ

び
つ

ひ
た
む
魯
に
痘
入
し
て
行
く
脳
で
あ
る

れ
ぱ殿
の
臥
酢
の発
瞭
も
あり
得
な
い

か
慶
す
ぎ
ない
。
腰
織
に自
啓
を
闘

失す
る
の
で
ある
な
ら
は
いつ
こ
に
入

間
の現
婁
が
あら
う
。

、、

科學
香
の
努
力も
人
生
の爲
の
努
ヵ

に
外
な
ら
な
い。
遺
般
の本
質
炉深

く自
畳
せ
ら
れる
こ
と
のう
ち
に
、

科肇

ヒ
ユ
ー
マ
ニズ
ムと
の
型

の課
題
も
解
決さ
れ
え
なけ
れ
は
な

ら
な
い
。
抽
象に
徹
て
る
こと
は
眞

に
空き
た
具
体的
へ間
とし
垂

を
生き
扱
く
ため
で
な
く
ては
な
ら

な
いで
あ
ら
う
ゆし
か
し油
象
と
い

へ
はひ
と
り
科學
の
み
が抽
象
的
で

あ
る
ので
は
なく
,
臨
術
のご
と
き

も
のも
叉
か
か
るも
の
と
して
抽
象

物
以外
の
も
の
では
な
い
。た
だ
抽

象
的な
る
も
の
はそ
の
源
泉と
母
胎

と
を
ハ牛
一き
た
現象
の
う
ちに
持
つ

て
を
り、
抽
蒙
的な
る
も
の
が抽
象

的
な
るも
の
と
し
て発
展
し
ろる
た

め
に
も、
た
へず
諭
根
源
の現
実
.

と
の
接
肱か
ら
生
かさ
れ
な
け
れは

な
らな
い。,

こ
こ
に
}人
の
科
馨
の
営
葉
があ

る
。
「吾
々
が
羅
し
讐

暑
暮

いも

のは
、
諌
砂
的な
も
の
であ
る
。
そ
れ

は、
あ
ら
ゆ
る勲
ω綴

と科
學
と
の

敵
騨で
あ
る
。
この
喩
剛
に綴
の
な
い

人1

も
は
や
足
を留
め
て驚
巽
す
る

わサ

こ
とも
、
畏
れ
に我
を
忘
れ
て停
む
ご

ヨ

と
も出
楽
な
い
人
は、
殆
ど
死
んで
ゐ

る
の
も同
徽
で
あ
る。
役
の
目
は酔
ぢ

て
ゐ
る。
人
生
の
瓢

への
こ
の難

は
,
謙
を
鱗
つ
て
ゐる
と
は
い
へ、

ま
た
翁教
を
も
呼
び
起
こし
た
。吾
々

の
踏
い鱈
力
に
は
最
も原
姶
的
な
形で

の
み
刊酔
で
蔚
る
や
うな
智
最
高
の
秘

慧
と
最も
徽
か
し
い
美
とな
つ
て
そ
れ

が
現
は
れ
ると
い
ふ
こ
とを
知
る
こ
と

ー

こ
の
知脂
、
こ
の
鰍剛
は
嵐
の
尉

敬
心
の
中
心を
な
し
て
ゐる
。
こ
の
駅

宥

は
ト
そし
て
こ
彙

で
の
み
・

鳶
た
嚢
の
縣
が
・
甦

現てん

実
に
一たび
立
も
ど
つて
新
し
い発
農
、

の
撫
に就
く
こ
と
を慧
脚
す
る
ので
あ

る
。純
梓
な}翻
識
へ徹
阪
す
る
ため
に

臼
我
左亮
服
し
えた
幾
多
館
穴な
科

馨

の礫

と
生涯
は
、賦Wづ
れも

趣
敬
す
ぺき
科
偲精
伸
の
発
霜
であ

る
が
その
や
うな
絹
岬
が
眞
に
目畳

せ
ら
れる
と
い
ふ
こと
ほ
、
すで
に

躍
な
る
対象
認
識
が、
そ
れ
遊
越え

て
包
む
人問
の
立場
へ立
つ
て
ゐる

証
穣
で
な
けれ
は
な
らな
い
。
ある

児
方
か
らす
れ
ば
材項
的
綿

と
い

つた
矛
10
した
鍵

と
い
へる
で
あ

らう
o
科酬
ずの汰
質
が機
械
的
世
界

傾
に究
極
する
も
の
と
みな
す
験
條

か
らい
へは、
科
鑑

紳
が
結
台

す
る
筈も
な
い。
磯
襲

い條
に

す
る
料學
魯
が
科鯉
霧

酬を
醗
く

と
い
ふの
は
自己
矛
眉
以
外
の何
者

で
も
な
いで
あ
ら
う。
し
か
しそ
れ

は
根
抵に
於
て
人間
の
矛
膚
的性
格

を
表
現
した
「圃
とみ
ら
れ
岬魂
科

撚
と
い
へど
も
人
間
の現
笑
と結
合

す
る
とき
矛
盾
的
な.己馨
ゲ敢
へ
て

へ

醗
か
ざ
る准
え
な
い
ので
あ
る
。

ロ　じむ
りのなの

もと
も
と
科
鍋は
人
㎜
の矛
慣
に
胚胎

す
る
人
生
の
ス如
軟
の
解
決腱

め
に
ロ
らけ

生
れた
も
の
と
して
,
人
生
から
矛
噛

を消
さ
う
と
す
る穿
力
と
い
へる
の
で

あ
つ『

警

姦
て
雰
概
に
懸

く　
ハ

セリゆ

ガ
　

す
ると
か
,
護

准去
つ
て
対敦
へ没
ケ
く

λ
ず
る
と
か
、
い
つ
れ
も
そ
の
滑
11
静を

甜
譲

も
の
は
な
い
。
し
か
し
蹴
暮

サロ

あ
む

ゆ

は
な
れ
た
分
析
、
主
観
力
扱

き
と
ら
れ

をん

の
うヒ
ゐ

くワリ

た
客
観
は
も
と
も
と
も
と
蟹
な
る
抽
象

物
で
し
か
な
い
。
科
駆
は
殿
の
発
畷
の

らつま

かい

た
め
に
、
臼
ら
を
抽
激
の
世
界
へ
化
さ

ゐ
ロう
こ

う
と
し
、
自
己
勉
粟
を
決
照
す
る
田
し

し

ぼふ
ロ

ゆへ
ぼへ

か
レ

て
れ
は
臼
己
な
拗
棄
し
、
敢
然
と

ららヒ
ら

　ご

自
己
を
抽
象
物
た
ら
し
め
る
の
で
な
け

コ
ロタ
《
ブ騨
の
聖
覆で
な
く
、■
の
審
も薪
しい
肉
■本
o

由昇三好
達
幽8口薦

星皇緊

讐鰯
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帽壷騨
華

翻
臼

井

房

特
輯
「憲
法
改
正
」増
大
號
羅

軸
議

附
録
・憲
法
繭
案
最纏
正
反

法

咽
羅

難

鞭

　麺

肺

律
五

憲
法
草案
に
於
け
る人
楢
担
保
;…g
31溜澱

噌郎

舶嬰
簸
解

…
…
高
御
寧

藻塾

國
嚢

の具
掩

ー

虫
團

号

政
府
糧
法改
正
葭
案
墜綱
解
説・…
E・§。申
川

報

更経

藷
憲
法
へ

雍

天畠
制
撃

斬
る

城
北

 鰻

共奮

の
人
物と
そ
の梼
建

・…
・…
…
皿
浦

璽肇型登箔
訂

法
ノ勘些

　
f

私
は
烈
心
から
騎
敢
に
儒依
し
て
ゐ
る

}人

の々
中
の
一人
で
あ
る
」

これ
は
蜘
大な
飾
道
侑
科邸
者
ア
イ
ン

・シ
ュタ
イ
ンの
冨
鍾
で
ある
(わ
が

ら

入
生
観
、岩
波新
霞
)
。
これ
ら
の
言

趣ぼ
む
し
ろ
簸
な
人
の
簸
な
宮
爵

に
に似
て
ゐ
る
かも
知
れ
な
い。
し
か
し

そ
の内
に
殿に
一人
の
徽
成入
と
し
て

の科
郵
者
の
蟹腿
な
心
に
我
は々
触
れ

な
いで
あ
ら
うか
。
こ
こ
に
も科
創
は

人
間と
の
灸
しい
結
合
を
途げ
て
ゐ
な
カあも

い
であ
ら
う
か。
°あ
ま
り
に
も禾
完
成

の
入讐

が
惹起
し
た
人
鰍
の縷

を

織
縦し
た
我
々
の心
は
飢
"蓮
く
ご
と

く
「人
闘
」
を
求め
て
ゐ
る
.人
間
の

キ

かい

ユら

ヒ疎
外
せら
れ
た荒
涼
た
る
世
界か
ら
創

瘤
と再
生
へ
の泌
の
一つ
は
、科
學
が

殿
に人
陶
へ
蘇
り発
畷
の
新
しい
瀦
に

フ就く
こと
に
よ
つ
てう
ち
ひ
らか
れ
る

で
あ
らう
。

(科
學
とヒ
ュー
マ
ニズ
ム
と
い
ふ課

岡
准
いた
だ
い
たが
、
解
答
にな
つ

た
か
ど
うか
を
知
らな
い
。
今口
以

後
こ
の問
題
に
つ
い
てあ
ら
ゆ
る側
一

而
か
ら縫
多
の
論
饒
が櫻
求
さ
れ
て

く
る
で
あ
らう
。
私
はた
だ
哲
型
と

触
れ
た
一側
面に
つ
い
て照
想
准
記

した
に
す
ぎな
い
)
。

　

ユ

}執
筆
毫
介
}
▽
大
田
足
一
京

f

疑

大
葎

部勤
霧

.訳
署
「マ
ルテ
の

手
記
」ほ
か

ヨ

ざし

▽
島
芳
夫
頁
大
姦

酪敬
授
著
露

「騨

と黒

鑑

」ほ
か

ゐ

りの

▽
松
村
克
巳
巫
み籏
部
助
教
授
・

姦

コノ
ウグ
ス
チ
ヌ
ス」
ほ
か

▽
塒
田
霞
男
関
隅
戦
捌
∴
猶衛
「カ

ント
の
人
閲桝
」
ほ
か
、訳
欝
「腿
蹴

弼
饗

ほか圖
一、
本
号
「鰯
生
寄
禍
」
は都
合
に
よ

り
休
賊
し
まし
だ

一、
何
接
購
訓瓢
希
曜
の
方は
、
小
腐

替
で
榔
申
込
下き
い
。
一期
拾
円

一、
ニ
ュー
ヨ
ーク
。タ
イ
ムス
簸

鰍
訓
受
付
隅
(週
刊
三
二百
、
蛋

月八
円

捻
別別
)

究研令法理管本日
鰹隔任責跳 他郎 三喜 田横 畿

カ
イ
ロ宣
欝
よ
り最
近
に
到
る
迄日

本
の
管
理に
関
す
る賭
法
令
猛
央文

と
対
照
し、
懇
切
な解
睨
と
管
理
の

基
本
間嗣
、
國
内
獅旧
諦
法
令
の改

庵
と
の
蓮
聞に
迄
も
理論
的
究
明
を

爲
ず゚
本
邦唯
一の
誌
であ
る
。
齪
徒

は
勿
論
英麟
研
究
者
に取
つて
も
必

携
の
概
で
ある

月
二
回

(
一
日

・
一
五
日
)

毎
号
A
5
・
哨
五
Q
位

四
月
上
旬
第

一
号
刊
p.
贋

一
五
.
O
Q
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旺

文

就
・螺
.殿

.踊蠣

ユ
ー

ス
・コ
ム
パ

ニ
オ

ン

愈

英々
酪
が必
膠
匹な
つて
き
た
。木
紙
は
鰹
職的
な

現代
襲
瓢
で鷺

界
の動
魯
を
的
確に
報
道
す
ると

共
に請
君
の輩
詔
力
を
集際
化
す
る
爲に
発
行
さ
れる

待
望
の英
蜜
週刊
紙
で
あ
る。
世
界
の
ニ
ユー
ス
姦

眞
入り
で
紹
介
の外
新
甜酪
韻
、
僚
人
の論
馨

輯
賊

毎
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咽
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